
(57)【要約】

【課題】無線通信システムにおいて、外部システムとの

連携に有利だがビット長の大きいグローバルIDの活用と

、無線端末の通信量の低減とを両立する。

【解決手段】無線端末は初期登録時のみグローバルIDを

送信し、サーバによってビット長の小さいローカルIDを

割り当てられた後はローカルIDのみを使用する。サーバ

はグローバルIDとローカルIDの関連付けを管理し、シス

テム外との通信では無線端末の識別にグローバルIDを使

用する。

【選択図】図１０

JP 2006-60515 A 2006.3.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 無 線 端 末 と 、 1つ 以 上 の 無 線 基 地 局 と 、 1つ 以 上 の サ ー バ か ら な る 無 線 通 信 シ ス テ
ム で あ っ て 、
前 記 無 線 端 末 は 、
前 記 無 線 基 地 局 と 通 信 す る た め の 無 線 通 信 手 段 と 、
本 無 線 端 末 を 一 意 に 識 別 す る た め の グ ロ ー バ ル IDと 、
前 記 無 線 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 グ ロ ー バ ル IDを 前 記 サ ー バ へ 送 信 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDに 対 応 し て サ ー バ が 本 無 線 端 末 に 割 り 当 て る ロ ー カ ル IDを 記 憶 す る 手 段
と を 有 し 、
前 記 無 線 基 地 局 は 、
前 記 無 線 端 末 と 通 信 す る た め の 無 線 通 信 手 段 と 、
前 記 サ ー バ と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ の 通 信 を 中 継 す る 手 段 と を 有 し 、
前 記 サ ー バ は 、
前 記 無 線 基 地 局 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
前 記 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 無 線 端 末 か ら の グ ロ ー バ ル IDを 受 信 す る 手 段 と 、
前 記 無 線 端 末 の グ ロ ー バ ル IDと 1対 1に 対 応 し 、 前 記 グ ロ ー バ ル IDよ り も ビ ッ ト 長 の 小 さ い
、 ロ ー カ ル IDを 生 成 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDと 前 記 ロ ー カ ル IDの 対 応 関 係 を 記 憶 し 相 互 に 変 換 す る た め の 手 段 と 、
前 記 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 ロ ー カ ル IDを 前 記 無 線 端 末 へ 送 信 す る 手 段 と を 有 し 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ の 間 の 通 信 を 前 記 無 線 基 地 局 が 中 継 し 、
前 記 無 線 端 末 は 初 期 的 な 通 信 に お い て 前 記 グ ロ ー バ ル IDを 前 記 サ ー バ へ 送 信 し 、
前 記 サ ー バ は 、 前 記 無 線 端 末 よ り 受 信 し た 前 記 グ ロ ー バ ル IDに 対 し て 前 記 ロ ー カ ル IDを 1
つ 割 り 当 て て 前 記 無 線 端 末 へ 送 信 し 、
前 記 無 線 端 末 は 前 期 サ ー バ よ り 受 信 し た 前 記 ロ ー カ ル IDを 記 憶 し 、
以 後 の 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 、 前 記 無 線 基 地 局 、 前 記 サ ー バ の い ず れ も が 、 前 記 無
線 端 末 を 識 別 す る た め に 前 記 ロ ー カ ル IDを 使 用 す る
こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 無 線 通 信 シ ス テ ム は 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク と 接 続 さ れ 、
前 記 サ ー バ は 、
前 記 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 外 部 通 信 装 置 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
前 記 外 部 通 信 装 置 に 対 し て 前 記 無 線 端 末 に 関 わ る 情 報 を 提 示 す る 手 段 か 、 前 記 外 部 シ ス テ
ム と 前 記 無 線 端 末 ま た は 前 期 無 線 基 地 局 と の 通 信 を 中 継 す る 手 段 の 少 な く と も 1つ と を 有
し 、
前 記 外 部 通 信 装 置 と の 直 接 的 な 通 信 は 前 記 サ ー バ が 代 表 し て 行 い 、
前 記 無 線 端 末 ま た は 前 記 無 線 基 地 局 は 、 前 記 サ ー バ を 介 し て 間 接 的 に 前 記 外 部 通 信 装 置 と
通 信 可 能 で あ っ て 、
前 記 サ ー バ は 、
前 記 外 部 通 信 装 置 と の 通 信 に お い て 、 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る 際 に 前 記 グ ロ ー バ ル IDを 使
用 し 、
前 記 無 線 端 末 ま た は 前 記 無 線 基 地 局 と 前 記 外 部 通 信 装 置 と の 通 信 を 中 継 す る 際 に 、
前 記 無 線 端 末 ま た は 前 期 無 線 基 地 局 と の シ ス テ ム 内 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す
る 際 に 前 記 ロ ー カ ル IDを 使 用 し 、
前 記 外 部 通 信 装 置 と の シ ス テ ム 外 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る 際 に 前 記 グ ロ ー
バ ル IDを 使 用 し 、
前 記 シ ス テ ム 内 通 信 と 前 記 シ ス テ ム 外 通 信 を 中 継 す る 際 に 前 記 ロ ー カ ル IDと 前 記 グ ロ ー バ
ル IDを 相 互 に 変 換 す る
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こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
各 々 の 無 線 端 末 に 割 り 当 て ら れ る 前 記 ロ ー カ ル IDの ビ ッ ト 長 が 可 変 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 無 線 端 末 ま た は 前 記 サ ー バ が 、
動 作 中 の 任 意 の 時 点 に お い て 、 前 記 無 線 端 末 に ロ ー カ ル IDを 再 割 り 当 て す る た め の 通 信 手
順 を 開 始 す る 手 段 を 有 し 、
前 記 無 線 端 末 は 、
初 期 的 な 通 信 に よ り 前 記 サ ー バ か ら 第 1の ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て ら れ 、 前 記 第 1の ロ ー カ ル
IDを 使 用 し て 任 意 の 期 間 動 作 し た 後 に 、 前 記 無 線 端 末 ま た は 前 記 サ ー バ に よ り 前 記 通 信 手
順 が 開 始 さ れ る こ と に よ り 前 記 サ ー バ か ら 第 2の ロ ー カ ル IDを 再 割 り 当 て さ れ 、 以 後 前 記
第 2の ロ ー カ ル IDを 使 用 し て 動 作 す る
こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 無 線 基 地 局 の う ち の 1つ と 前 記 サ ー バ と が 単 一 の 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 無 線 通
信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 複 数 の 無 線 端 末 と 、 1つ 以 上 の 無 線 基 地 局 と 、 1つ 以 上 の サ ー バ か ら な る 無 線 通 信 シ ス テ
ム で あ っ て 、
前 記 無 線 端 末 は 、
前 記 無 線 基 地 局 と 通 信 す る た め の 無 線 通 信 手 段 と 、
本 無 線 端 末 を 一 意 に 識 別 す る た め の グ ロ ー バ ル IDと 、
前 記 無 線 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 グ ロ ー バ ル IDを 前 記 サ ー バ へ 送 信 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDに 対 応 し て サ ー バ が 本 無 線 端 末 に 割 り 当 て る ロ ー カ ル IDを 記 憶 す る 手 段
と を 有 し 、
前 記 無 線 基 地 局 は 、
前 記 無 線 端 末 と 通 信 す る た め の 無 線 通 信 手 段 と 、
前 記 サ ー バ と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ の 通 信 を 中 継 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDと 前 記 ロ ー カ ル IDの 対 応 関 係 を 記 憶 し 相 互 に 変 換 す る た め の 手 段 と を 有
し 、
前 記 サ ー バ は 、
前 記 無 線 基 地 局 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
前 記 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 無 線 端 末 か ら の グ ロ ー バ ル IDを 受 信 す る 手 段 と 、
前 記 無 線 端 末 の グ ロ ー バ ル IDと 1対 1に 対 応 し 、 前 記 グ ロ ー バ ル IDよ り も ビ ッ ト 長 の 小 さ い
、 ロ ー カ ル IDを 生 成 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDと 前 記 ロ ー カ ル IDの 対 応 関 係 を 記 憶 し 前 記 グ ロ ー バ ル IDか ら 前 記 ロ ー カ
ル IDを 検 索 す る た め の 手 段 と 、
前 記 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 ロ ー カ ル IDを 前 記 無 線 端 末 へ 送 信 す る 手 段 と を 有 し 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ の 間 の 通 信 を 前 記 無 線 基 地 局 が 中 継 し 、
前 記 無 線 端 末 は 初 期 的 な 通 信 に お い て 前 記 グ ロ ー バ ル IDを 前 記 サ ー バ へ 送 信 し 、
前 記 サ ー バ は 、 前 記 無 線 端 末 よ り 受 信 し た 前 記 グ ロ ー バ ル IDに 対 し て 前 記 ロ ー カ ル IDを 1
つ 割 り 当 て て 前 記 無 線 基 地 局 お よ び 前 記 無 線 端 末 へ 送 信 し 、
前 記 無 線 基 地 局 は 前 記 サ ー バ よ り 受 信 し た 前 記 グ ロ ー バ ル IDと 前 記 ロ ー カ ル IDの 対 応 関 係
を 記 憶 し 、
前 記 無 線 端 末 は 前 期 サ ー バ よ り 受 信 し た 前 記 ロ ー カ ル IDを 記 憶 し 、
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以 後 の 通 信 に お い て は 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 無 線 基 地 局 と の 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る た め に 前 記 ロ
ー カ ル IDを 使 用 し 、
前 記 無 線 基 地 局 と 前 記 サ ー バ と の 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る た め に 前 記 グ ロ
ー バ ル IDを 使 用 し 、
前 記 無 線 基 地 局 が 、 前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ と の 通 信 を 中 継 す る 際 に 前 記 ロ ー カ ル IDと
前 記 グ ロ ー バ ル IDを 相 互 に 変 換 す る
こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 複 数 の 無 線 端 末 と 、 1つ 以 上 の 無 線 基 地 局 と 、 1つ 以 上 の サ ー バ か ら な る 無 線 通 信 シ ス テ
ム で あ っ て 、
前 記 無 線 端 末 は
前 記 無 線 基 地 局 と 通 信 す る た め の 無 線 通 信 手 段 と 、
本 無 線 端 末 を 一 意 に 識 別 す る た め の グ ロ ー バ ル IDと 、
前 記 無 線 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 グ ロ ー バ ル IDを 前 記 サ ー バ へ 送 信 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDに 対 応 し て サ ー バ が 本 無 線 端 末 に 割 り 当 て る ロ ー カ ル IDを 記 憶 す る 手 段
と を 有 し 、 、
前 記 無 線 基 地 局 は 、
前 記 無 線 端 末 と 通 信 す る た め の 無 線 通 信 手 段 と 、
前 記 サ ー バ と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ の 通 信 を 中 継 す る 手 段 と 、
前 記 無 線 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 無 線 端 末 か ら の グ ロ ー バ ル IDを 受 信 す る 手 段 と 、
前 記 無 線 端 末 の グ ロ ー バ ル IDと 1対 1に 対 応 し 、 前 記 グ ロ ー バ ル IDよ り も ビ ッ ト 長 の 小 さ い
、 ロ ー カ ル IDを 生 成 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDと 前 記 ロ ー カ ル IDの 対 応 関 係 を 記 憶 し 相 互 に 変 換 す る た め の 手 段 と 、
前 記 無 線 通 信 手 段 を 用 い て 前 記 ロ ー カ ル IDを 前 記 無 線 端 末 へ 送 信 す る 手 段 と を 有 し 、
前 記 サ ー バ は 前 記 無 線 基 地 局 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 を 有 し 、
前 記 無 線 端 末 は 初 期 的 な 通 信 に お い て 前 記 グ ロ ー バ ル IDを 前 記 無 線 基 地 局 へ 送 信 し 、
前 記 無 線 基 地 局 は 、 前 記 無 線 端 末 よ り 受 信 し た 前 記 グ ロ ー バ ル IDに 対 し て 前 記 ロ ー カ ル ID
を 1つ 割 り 当 て て 前 記 無 線 端 末 へ 送 信 し 、
前 記 無 線 端 末 は 前 期 無 線 基 地 局 よ り 受 信 し た 前 記 ロ ー カ ル IDを 記 憶 し 、
以 後 の 通 信 に お い て は 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ の 間 の 通 信 を 前 記 無 線 基 地 局 が 中 継 し 、
前 記 無 線 端 末 と 前 記 無 線 基 地 局 と の 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る た め に 前 記 ロ
ー カ ル IDを 使 用 し 、
前 記 無 線 基 地 局 と 前 記 サ ー バ と の 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る た め に 前 記 グ ロ
ー バ ル IDを 使 用 し 、
前 記 無 線 基 地 局 が 、 前 記 無 線 端 末 と 前 記 サ ー バ と の 通 信 を 中 継 す る 際 に 前 記 ロ ー カ ル IDと
前 記 グ ロ ー バ ル IDを 相 互 に 変 換 す る
こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 無 線 通 信 シ ス テ ム は 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク と 接 続 さ れ 、
前 記 サ ー バ は 、
前 記 無 線 端 末 の グ ロ ー バ ル IDと 1対 1に 対 応 し 、 前 記 通 信 シ ス テ ム 内 で 一 意 な 識 別 情 報 を 記
憶 す る 手 段 と 、
前 記 グ ロ ー バ ル IDと 前 記 識 別 情 報 の 対 応 関 係 を 記 憶 し 相 互 に 変 換 す る た め の 手 段 と 、
前 記 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 外 部 通 信 装 置 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
前 記 外 部 通 信 装 置 に 対 し て 前 記 無 線 端 末 に 関 わ る 情 報 を 提 示 す る 手 段 か 、 前 記 外 部 シ ス テ
ム と 前 記 無 線 端 末 ま た は 前 期 無 線 基 地 局 と の 通 信 を 中 継 す る 手 段 の 少 な く と も 1つ と を 有
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し 、
前 記 外 部 通 信 装 置 と の 直 接 的 な 通 信 は 前 記 サ ー バ が 代 表 し て 行 い 、
前 記 無 線 端 末 ま た は 前 記 無 線 基 地 局 は 、 前 記 サ ー バ を 介 し て 間 接 的 に 前 記 外 部 通 信 装 置 と
通 信 可 能 で あ っ て 、
前 記 サ ー バ は 、
前 記 外 部 通 信 装 置 と の 通 信 に お い て 、 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る 際 に 前 記 識 別 情 報 を 使 用 し
、
前 記 無 線 端 末 ま た は 前 記 無 線 基 地 局 と 前 記 外 部 通 信 装 置 と の 通 信 を 中 継 す る 際 に 、
前 記 無 線 端 末 ま た は 前 期 無 線 基 地 局 と の シ ス テ ム 内 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す
る 際 に 前 記 ロ ー カ ル IDを 使 用 し 、
前 記 外 部 通 信 装 置 と の シ ス テ ム 外 通 信 に お い て は 前 記 無 線 端 末 を 識 別 す る 際 に 前 記 識 別 情
報 を 使 用 し 、
前 記 シ ス テ ム 内 通 信 と 前 記 シ ス テ ム 外 通 信 を 中 継 す る 際 に 前 記 ロ ー カ ル IDと 前 記 識 別 情 報
を 相 互 に 変 換 す る
こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の 端 末 と 、 １ つ 以 上 の 基 地 局 と を 有 す る 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 端 末 は 、
前 記 基 地 局 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
端 末 を 一 意 に 識 別 す る た め の 第 １ の IDを 記 憶 す る 第 １ の メ モ リ と 、
前 記 第 １ の IDに 対 応 す る 第 ２ の IDを 記 憶 す る 第 ２ の メ モ リ と を 有 し 、
前 記 基 地 局 は 、
前 記 無 線 端 末 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 を 有 し 、
前 記 端 末 は 前 記 第 １ の IDを 前 記 基 地 局 に 向 け て 送 信 し 、 前 記 第 １ の IDに 対 応 す る 第 ２ の ID
を 前 記 基 地 局 か ら 受 信 し 、 受 信 し た 第 ２ の IDを 上 記 第 ２ の メ モ リ に 記 憶 し 、 そ れ 以 後 の 通
信 に お い て 、 上 記 第 ２ の IDを 用 い る こ と を 特 徴 と す る 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 端 末 は 前 記 第 １ の IDを 前 記 基 地 局 に 向 け て 送 信 し 、
前 記 基 地 局 は サ ー バ 装 置 に 向 け て 前 記 第 １ の IDを 送 信 し 、
前 記 サ ー バ 装 置 は 前 記 第 １ の IDと 1対 1に 対 応 し 、 前 記 第 １ の IDよ り も ビ ッ ト 長 の 小 さ い 第
２ の IDを 生 成 し 、 前 記 第 １ の IDと 前 記 第 ２ の IDの 対 応 関 係 を 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ９ 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 複 数 の 端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る １ つ 以 上 の 基 地 局 と を 有 す る 通 信 シ ス テ ム に 於
け る 通 信 方 法 で あ っ て 、
前 記 端 末 は 、
　 自 己 を 特 定 す る 第 １ の Ｉ Ｄ を 上 記 基 地 局 に 送 信 し 、
　 上 記 第 １ の Ｉ Ｄ と 対 応 す る 第 ２ の Ｉ Ｄ を 上 記 基 地 局 か ら 受 信 し 、
　 上 記 第 ２ の Ｉ Ｄ を 記 憶 し 、
上 記 第 ２ の Ｉ Ｄ を 記 憶 し た 以 後 の 通 信 に お い て は 、 前 記 端 末 お よ び 前 記 基 地 局 は 、 前 記 端
末 を 識 別 す る た め に 前 記 第 ２ の Ｉ Ｄ 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 基 地 局 と 無 線 で 通 信 す る 無 線 端 末 で あ っ て 、 前 記 無 線 端 末 は 、
前 記 基 地 局 と 通 信 す る た め の 無 線 モ ジ ュ ー ル と 、
第 １ の Ｉ Ｄ を 記 憶 す る 第 １ の メ モ リ と 、
書 き 込 み 可 能 な 第 ２ の メ モ リ と 、
前 記 無 線 モ ジ ュ ー ル 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、
上 記 無 線 モ ジ ュ ー ル 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 、 お よ び コ ン ト ロ ー ラ に 電 力 を 供 給 す る 電 源
を 有 し 、
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 上 記 第 １ の Ｉ Ｄ を 含 む デ ー タ を 上 記 無 線 モ ジ ュ ー ル を 介 し て 上 記 基
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地 局 に 送 信 し 、 上 記 基 地 局 か ら 送 信 さ れ る 上 記 第 １ の Ｉ Ｄ に 対 応 す る 第 ２ の Ｉ Ｄ を 上 記 無
線 モ ジ ュ ー ル で 受 信 す る と 、 該 第 ２ の Ｉ Ｄ を 上 記 第 ２ の メ モ リ に 記 憶 し 、 該 第 ２ の Ｉ Ｄ を
用 い て 通 信 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 端 末 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 上 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 上 記 第 ２ の Ｉ Ｄ を 上 記 第 ２ の メ モ リ に 記 憶 し た 以 後 の 通 信 に お い
て は 、 上 記 第 ２ の Ｉ Ｄ を 用 い て 、 上 記 基 地 局 と 交 信 を 行 う よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 無 線 端 末 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 複 数 の 端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う １ つ 以 上 の 基 地 局 と を 有 す る 通 信 シ ス テ ム に 接
続 さ れ る サ ー バ で あ っ て 、 該 サ ー バ は 、
前 記 基 地 局 と 通 信 す る た め の 通 信 ユ ニ ッ ト と 、
メ モ リ と 、
上 記 通 信 ユ ニ ッ ト 及 び メ モ リ を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、 を 有 し 、
上 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、
前 記 端 末 か ら 前 記 基 地 局 を 経 由 し て 送 付 さ れ る 第 １ の Ｉ Ｄ を 前 記 通 信 ユ ニ ッ ト に よ り 受 信
す る と 、 該 第 １ の Ｉ Ｄ と 1対 1に 対 応 し 前 記 第 １ の Ｉ Ｄ よ り も ビ ッ ト 長 の 小 さ い 第 ２ の Ｉ Ｄ
を 生 成 し 、 生 成 し た 該 第 ２ の Ｉ Ｄ を 上 記 メ モ リ に 格 納 し 、 該 第 ２ の Ｉ Ｄ を 前 記 通 信 ユ ニ ッ
ト を 用 い て 前 記 端 末 へ 送 信 す る よ う に 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る サ ー バ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 メ モ リ は 、 前 記 第 １ の Ｉ Ｄ と 第 ２ の Ｉ Ｄ の 対 応 表 を 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ４ 記 載 の サ ー バ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 通 信 端 末 と 無 線 基 地 局 を 含 む 通 信 シ ス テ ム に 関 す る 。
特 に 、 前 記 無 線 通 信 端 末 が セ ン サ を 搭 載 し た 小 型 半 導 体 チ ッ プ で あ る よ う な セ ン サ ネ ッ ト
ワ ー ク シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 あ ら ゆ る モ ノ の ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 を 可 能 と す る ユ ビ キ タ ス 社 会 の 実 現 を 目 指 し た 研 究 開
発 が 盛 ん で あ る 。 非 接 触 ICカ ー ド や RFIDと い っ た 無 線 通 信 機 能 を 有 す る 小 型 ICチ ッ プ が 急
速 に 普 及 し つ つ あ り 、 商 品 の 流 通 管 理 、 生 産 管 理 、 電 子 マ ネ ー 等 へ の 応 用 が 広 が っ て い る
。 ま た 、 こ の よ う な ICチ ッ プ に 各 種 セ ン サ 機 能 を 搭 載 す る こ と に よ っ て 、 生 産 ラ イ ン の 監
視 、 ホ ー ム セ キ ュ リ テ ィ 、 環 境 計 測 等 を 実 現 す る 試 み も 進 め ら れ て い る 。 こ の よ う な セ ン
サ チ ッ プ が 構 成 す る ネ ッ ト ワ ー ク お よ び サ ー ビ ス は セ ン サ ネ ッ ト と 呼 ば れ 、 現 実 世 界 の リ
ア ル タ イ ム の 情 報 を ネ ッ ト ワ ー ク へ 取 り 込 む こ と を 可 能 と し 、 ユ ビ キ タ ス 社 会 の 情 報 基 盤
と な る 技 術 と し て 期 待 さ れ て い る 。
既 に 広 く 使 用 さ れ て い る 非 接 触 ICカ ー ド の 近 距 離 無 線 通 信 の 規 格 と し て 、 非 特 許 文 献 １ に
記 載 の 国 際 標 準 規 格 が 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 ISO/IEC IS 18092
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 現 状 の セ ン サ ネ ッ ト は 、 個 々 の 研 究 機 関 や メ ー カ が 独 自 仕 様 の プ ロ ト タ イ プ や 製 品 を 開
発 し 、 個 別 の 応 用 に 適 用 し て い る 段 階 に あ る 。 こ れ ら の セ ン サ チ ッ プ で は 通 信 の 仕 様 も ま
ち ま ち で あ り 、 物 理 レ イ ヤ に し て も MACレ イ ヤ 以 上 に し て も 互 い に 互 換 性 は な い 。 多 く の
製 品 で は 、 個 々 の セ ン サ チ ッ プ を 識 別 す る の に 8ビ ッ ト や 16ビ ッ ト と い っ た 、 ビ ッ ト 長 の
小 さ い ロ ー カ ル IDを 用 い て い る 。 こ れ ら の ロ ー カ ル IDは 、 当 該 メ ー カ に お い て の み 、 あ る
い は 当 該 シ ス テ ム に お い て の み 一 意 で あ る こ と が 保 証 さ れ て い る 。 従 っ て メ ー カ の 異 な る
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セ ン サ チ ッ プ 同 士 は 互 い に 通 信 で き な か っ た 。 あ る い は 同 一 の メ ー カ で あ っ て も 納 入 先 の
異 な る セ ン サ チ ッ プ 同 士 は 互 い に 通 信 で き な い 場 合 も あ っ た 。 こ れ ま で の と こ ろ セ ン サ ネ
ッ ト は 大 規 模 な 普 及 に 至 っ て お ら ず 、 こ の よ う な 現 状 で あ っ て も 差 し 当 た っ て 問 題 と は な
ら な か っ た 。 し か し 今 後 、 普 及 の 広 が り や 各 種 仕 様 の 標 準 化 と 共 に 、 複 数 の メ ー カ か ら 購
入 し た セ ン サ チ ッ プ が 同 一 の シ ス テ ム 内 に 共 存 し た り 、 別 々 に 構 築 し た シ ス テ ム 同 士 が 互
い に 連 携 し た り す る 技 術 が 求 め ら れ る よ う に な る で あ ろ う 。 こ れ ら を 実 現 す る た め に は 、
セ ン シ ン グ し た デ ー タ を 収 集 す る た め の 、 特 定 の メ ー カ の 仕 様 に 依 存 し な い 汎 用 的 な ア ー
キ テ ク チ ャ が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 非 接 触 ICカ ー ド や RFIDの 分 野 で は 、 チ ッ プ の 各 々 を 一 意 に 識 別 す る た め に 、 世 界 中 で 一
意 な グ ロ ー バ ル IDを 策 定 す る 動 き が 進 ん で い る 。 例 え ば 、 日 本 を 拠 点 と す る 業 界 団 体 で あ
る ユ ビ キ タ ス IDセ ン タ ー で は 128ビ ッ ト の 「 ユ ビ キ タ ス ID」 を 、 米 国 を 拠 点 と す る 業 界 団
体 で あ る EPCglobalで は 64ビ ッ ト ま た は 96ビ ッ ト の 「 EPC（ Electronic Product Code） 」
を 提 案 し て い る 。 こ の よ う な 動 き は い ず れ セ ン サ ネ ッ ト へ も 適 用 さ れ 、 個 々 の セ ン サ チ ッ
プ に 全 世 界 で 一 意 な IDを 付 与 す る こ と が 必 須 と な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 非 接 触 ICカ ー ド や RFIDで は 、 リ ー ダ か ら 照 射 さ れ る 電 磁 波 を エ ネ ル ギ ー 源 と し て 動 作 す
る パ ッ シ ブ 給 電 方 式 が 一 般 的 で あ る 。 一 方 セ ン サ ネ ッ ト を 構 成 す る セ ン サ チ ッ プ は 、 広 域
に 配 置 さ れ 自 律 的 に セ ン シ ン グ や デ ー タ 送 信 を 行 う た め 、 チ ッ プ 内 に 電 池 ま た は 発 電 装 置
を 内 蔵 す る ア ク テ ィ ブ 給 電 方 式 が 一 般 的 で あ る 。 具 体 的 に は 、 一 次 電 池 （ 乾 電 池 等 ） 、 二
次 電 池 （ 充 電 池 ） 、 燃 料 電 池 、 太 陽 光 発 電 装 置 、 微 小 振 動 発 電 装 置 等 を 用 い る 方 式 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 セ ン サ チ ッ プ を 人 や モ ノ に 付 け た り 環 境 中 に 多 数 配 置 す る こ と を 考 え る と 、 セ ン サ チ ッ
プ は 可 能 な 限 り 小 型 化 す る 必 要 が あ る 。 セ ン サ チ ッ プ の 小 型 化 に は ア ク テ ィ ブ 給 電 装 置 の
小 型 化 も 必 要 だ が 、 こ れ は 電 源 容 量 の 縮 小 を 意 味 す る 。 一 方 、 実 用 性 の 向 上 の た め に は 個
々 の セ ン サ チ ッ プ を 長 時 間 駆 動 で き な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 セ ン サ チ ッ プ の 低 消 費 電
力 化 の 必 然 性 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 セ ン サ チ ッ プ の 消 費 電 力 の ほ と ん ど は 無 線 通 信 に 費 や さ れ 、 場 合 に よ っ て は 9割 以 上 を
占 め る 。 従 っ て 、 セ ン サ チ ッ プ の 低 消 費 電 力 化 の た め に は 無 線 通 信 の 低 消 費 電 力 化 が 必 須
で あ る 。 そ の 一 環 と し て 、 送 受 信 す る デ ー タ 総 量 の 削 減 が 重 要 で あ る 。 前 述 し た よ う に 、
セ ン サ チ ッ プ へ も 世 界 で 一 意 の グ ロ ー バ ル IDを 付 与 す る こ と が 必 須 と な る と 見 込 ま れ る 。
こ の よ う な と き 、 多 く の 場 合 、 送 信 し た い 測 定 デ ー タ そ の も の は 典 型 的 に は 数 10ビ ッ ト 程
度 で あ る 。 こ の よ う な 状 況 の 下 で ビ ッ ト 長 の 大 き い グ ロ ー バ ル IDを そ の ま ま 使 用 す る と 、
デ ー タ そ の も の に 比 し て 実 際 の 通 信 量 が 必 要 以 上 に 増 大 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 128ビ ッ ト の グ ロ ー バ ル IDを そ の ま ま 通 信 時 の パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ に 使 用 す る 場 合
、 送 信 元 と 宛 先 の 両 方 を 指 定 す る プ ロ ト コ ル で あ れ ば 、 こ れ だ け で 256ビ ッ ト の オ ー バ ヘ
ッ ド が 発 生 す る 。 一 方 、 測 定 デ ー タ の サ イ ズ は セ ン サ の 種 類 や 測 定 対 象 に よ る が 、 温 度 デ
ー タ の 場 合 を 考 え れ ば 、 典 型 的 な ビ ッ ト 長 は 16ビ ッ ト あ る い は せ い ぜ い 32ビ ッ ト で あ る 。
あ る 程 度 の リ ア ル タ イ ム 性 が 要 求 さ れ る 用 途 で は 、 セ ン サ チ ッ プ は 一 度 の 測 定 の 度 に デ ー
タ を 送 信 す る 必 要 が あ る 。 こ の と き に 、 グ ロ ー バ ル IDの た め に 256ビ ッ ト も の オ ー バ ヘ ッ
ド を 課 す の は 非 効 率 で あ る 。 従 来 の 有 線 系 通 信 や 、 無 線 LANや Bluetooth（ 登 録 商 標 ） の よ
う に 比 較 的 電 力 に 余 裕 の あ る こ と を 前 提 と す る 無 線 系 通 信 に お い て は 、 こ の 程 度 の オ ー バ
ヘ ッ ド は 問 題 視 さ れ な か っ た 。 し か し 、 低 速 ・ 低 電 力 通 信 が 前 提 と な る セ ン サ チ ッ プ に お
い て は 、 1パ ケ ッ ト あ た り 200ビ ッ ト 以 上 も の オ ー バ ヘ ッ ド は 通 信 性 能 に 重 大 な 悪 影 響 を 与
え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 従 来 の セ ン サ チ ッ プ で 用 い ら れ て き た ロ ー カ ル IDで は 、 当 該 メ ー カ に お
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い て の み 、 あ る い は 当 該 シ ス テ ム に お い て の み の 一 意 性 し か 有 し て お ら ず 、 シ ス テ ム 外 と
の 通 信 に お い て 個 々 の セ ン サ チ ッ プ を 一 意 に 特 定 す る 汎 用 的 な 方 法 が な か っ た 。 一 方 、 将
来 必 須 と な る と 見 込 ま れ る グ ロ ー バ ル IDを そ の ま ま 用 い て 無 線 通 信 を 行 っ た 場 合 、 セ ン サ
チ ッ プ の 通 信 デ ー タ に 占 め る オ ー バ ヘ ッ ド の 割 合 が 増 大 し 、 通 信 帯 域 お よ び 消 費 電 力 を 浪
費 し て し ま う 。 本 発 明 の 課 題 は 、 セ ン サ チ ッ プ の 消 費 電 力 低 減 の た め の 通 信 量 低 減 と 、 外
部 シ ス テ ム と の 連 携 に 有 利 な グ ロ ー バ ル IDの 活 用 と を 両 立 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 世 界 中 で 一 意 な グ ロ ー バ ル IDを 有 す る セ ン サ チ ッ プ が 初 期 的 な 通 信 に お い て
前 記 グ ロ ー バ ル IDを サ ー バ へ 送 信 し 、 前 記 サ ー バ は 前 記 グ ロ ー バ ル IDに 対 し て シ ス テ ム 内
で の み 一 意 な ロ ー カ ル IDを 1つ 割 り 当 て て 前 記 セ ン サ チ ッ プ へ 送 信 し 、 前 記 セ ン サ チ ッ プ
は 前 期 サ ー バ よ り 受 信 し た 前 記 ロ ー カ ル IDを 記 憶 し 、 以 後 の 通 信 に お い て は 前 記 セ ン サ チ
ッ プ 、 前 記 サ ー バ 、 前 記 セ ン サ チ ッ プ と 前 記 サ ー バ の 通 信 を 中 継 す る 無 線 基 地 局 の い ず れ
も が 、 前 記 セ ン サ チ ッ プ を 識 別 す る た め に 前 記 ロ ー カ ル IDを 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 。
具 体 的 な 通 信 方 法 と し て は 、 ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て ら れ た 後 の 通 信 に お い て は 、 グ ロ ー バ
ル IDを 含 ま ず ロ ー カ ル IDを 含 む 情 報 を 送 受 信 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て る た め に は 、 必 ず し も ロ ー カ ル Ｉ Ｄ を 一 つ づ つ 生 成 し て 割
り 当 て る 必 要 は な い 。 例 え ば 、 サ ー バ 起 動 時 に 複 数 の ロ ー カ ル Ｉ Ｄ を 生 成 し て プ ー ル し て
お き 、 セ ン サ チ ッ プ か ら の 要 求 を 受 信 す る た び に 、 当 該 プ ー ル か ら １ つ の Ｉ Ｄ を 割 り 当 て
て も 良 い 。 簡 単 な 例 と し て は 、 ロ ー カ ル Ｉ Ｄ の プ ー ル を ス タ ッ ク 型 の デ ー タ 構 造 で 管 理 し
て お き 、 要 求 を 受 信 す る た び に 、 先 頭 か ら 順 に プ ッ シ ュ し て い く 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し た 外 部 通 信 装 置 と の 通 信 を 前 記 サ ー バ が 代 表 し
て 行 い 、 前 記 外 部 通 信 装 置 と の 通 信 に お い て 前 記 セ ン サ チ ッ プ を 識 別 す る 際 に 前 記 グ ロ ー
バ ル IDを 使 用 し 、 前 記 サ ー バ が 前 記 外 部 通 信 装 置 と の 通 信 を 前 記 セ ン サ チ ッ プ ま た は 前 記
無 線 基 地 局 へ 中 継 す る 際 に は 、 前 記 グ ロ ー バ ル IDと 前 記 ロ ー カ ル IDを 相 互 に 変 換 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 一 面 に お い て 本 発 明 と 類 似 し て い る と 思 わ れ が ち な 従 来 技 術 に 、 IP（ Internet P
rotocol） ア ド レ ス の 変 換 を 行 う NAT（ Network Address Translatorま た は Network Addres
s Translation） 技 術 が あ る 。 し か し NAT技 術 は 、 ロ ー カ ル ア ド レ ス の み を 有 し グ ロ ー バ ル
ア ド レ ス を 有 さ な い 端 末 に 対 し て 、 NAT装 置 が 自 装 置 内 の み で 前 記 ロ ー カ ル ア ド レ ス と 特
定 の グ ロ ー バ ル ア ド レ ス を 関 連 付 け 、 IPパ ケ ッ ト を 転 送 す る 際 に 両 ア ド レ ス を 相 互 変 換 す
る こ と を 特 徴 と し て い る 。 従 っ て NAT装 置 の 配 下 に 接 続 さ れ る 前 記 端 末 は 自 身 に 割 り 当 て
ら れ た グ ロ ー バ ル ア ド レ ス を 知 る こ と も な く 、 最 初 か ら 一 貫 し て ロ ー カ ル ア ド レ ス の み を
用 い た 通 信 を 行 う 。 こ の よ う に 、 本 発 明 が 従 来 の NAT技 術 と は 全 く 異 な る 複 数 の 技 術 的 特
徴 を 有 し て い る こ と は 明 白 で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 特 徴 を 要 約 す る と 、 本 発 明 の 通 信 シ ス テ ム は 、 複 数 の 端 末 と 、 １ つ 以 上 の 基 地
局 と を 有 す る 通 信 シ ス テ ム で あ る 。 こ こ で 端 末 は 、 基 地 局 と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 と 、
端 末 を 一 意 に 識 別 す る た め の 第 １ の IDを 記 憶 す る 第 １ の メ モ リ と 、 第 １ の IDに 対 応 す る 第
２ の IDを 記 憶 す る 第 ２ の メ モ リ と を 有 す る 。 ま た 基 地 局 は 、 無 線 端 末 と 通 信 す る た め の 通
信 手 段 を 有 し 、 端 末 は 第 １ の IDを 基 地 局 に 向 け て 送 信 し 、 第 １ の IDに 対 応 す る 第 ２ の IDを
基 地 局 か ら 受 信 し 、 受 信 し た 第 ２ の IDを 第 ２ の メ モ リ に 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 。 端 末
は 例 え ば 種 々 の セ ン サ を 備 え た チ ッ プ 構 成 で あ る 。 端 末 と 基 地 局 の 間 の 通 信 は 無 線 で 行 わ
れ る こ と が 好 適 で あ る 。 第 ２ の Ｉ Ｄ は 基 地 局 と 接 続 さ れ る サ ー バ な ど で 生 成 さ れ 、 基 地 局
を 経 由 し て 受 信 し た 第 １ の Ｉ Ｄ に 基 づ い て サ ー バ が 第 ２ の Ｉ Ｄ を 生 成 し 、 第 ２ の Ｉ Ｄ は 基
地 局 を 経 由 し て 端 末 に 送 ら れ る こ と に し て も よ い 。
サ ー バ は 第 １ の IDと 1対 1に 対 応 し 、 第 １ の IDよ り も ビ ッ ト 長 の 小 さ い 第 ２ の IDを 生 成 し 、
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第 １ の IDと 第 ２ の IDの 対 応 関 係 を 記 憶 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 通 信 方 法 は 、 複 数 の 端 末 と 、 端 末 と 無 線 で 通 信 す る １ つ 以 上 の 基 地 局 と を 有 す
る 通 信 シ ス テ ム に 於 け る 通 信 方 法 で あ る 。
端 末 は 、 自 己 を 特 定 す る 第 １ の Ｉ Ｄ を 上 記 基 地 局 に 送 信 し 、 第 １ の Ｉ Ｄ と 対 応 す る 第 ２ の
Ｉ Ｄ を 上 記 基 地 局 か ら 受 信 し 、 第 ２ の Ｉ Ｄ を 記 憶 し 、 第 ２ の Ｉ Ｄ を 記 憶 し た 以 後 の 通 信 に
お い て は 、 端 末 お よ び 前 記 基 地 局 は 、 端 末 を 識 別 す る た め に 第 ２ の Ｉ Ｄ を 使 用 す る 。
こ の よ う な 、 第 ２ の Ｉ Ｄ の 割 り 当 て は 、 端 末 設 置 の 直 後 、 例 え ば 通 信 シ ス テ ム 初 期 化 時 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 無 線 端 末 は 、 基 地 局 と 無 線 で 通 信 す る 無 線 端 末 で あ っ て 、 基 地 局 と 通 信 す る た
め の 無 線 モ ジ ュ ー ル と 、 第 １ の Ｉ Ｄ を 記 憶 す る 第 １ の メ モ リ と 、 書 き 込 み 可 能 な 第 ２ の メ
モ リ と 、 無 線 モ ジ ュ ー ル 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、 無 線 モ ジ ュ
ー ル 、 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ 、 お よ び コ ン ト ロ ー ラ に 電 力 を 供 給 す る 電 源 を 有 す る 。 こ こ
で コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 １ の Ｉ Ｄ を 含 む デ ー タ を 無 線 モ ジ ュ ー ル を 介 し て 基 地 局 に 送 信 し 、
基 地 局 か ら （ ま た は 、 基 地 局 を 経 由 し て ） 送 信 さ れ る 第 １ の Ｉ Ｄ に 対 応 す る 第 ２ の Ｉ Ｄ を
無 線 モ ジ ュ ー ル で 受 信 す る と 、 第 ２ の Ｉ Ｄ を 第 ２ の メ モ リ に 記 憶 す る よ う に 制 御 す る 。 こ
の よ う な 、 コ ン ト ロ ー ラ の 機 能 は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 上 で 実 行 さ れ る ソ フ ト ウ エ ア に よ り
実 現 で き る ほ か 、 専 用 の ハ ー ド ウ エ ア で 実 現 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 ２ の Ｉ Ｄ を 第 ２ の メ モ リ に 記 憶 し た 以 後 の 通 信 に お い て は 、 第 ２ の
Ｉ Ｄ を 用 い て 、 基 地 局 と 交 信 を 行 う よ う に 制 御 す る 。 第 ２ の Ｉ Ｄ が 第 １ の Ｉ Ｄ よ り も 短 い
ビ ッ ト 長 を 持 っ て い れ ば 、 通 信 さ れ る デ ー タ 総 量 （ Ｉ Ｄ 含 む ） が 少 な く て 済 み 、 電 源 と し
て 電 池 を 用 い た 場 合 、 そ の 寿 命 を 長 持 ち さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の サ ー バ は 、 複 数 の 端 末 と 、 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う １ つ 以 上 の 基 地 局 と を 有 す る
通 信 シ ス テ ム に 接 続 さ れ る サ ー バ で あ る 。 こ の サ ー バ は 、 基 地 局 と 通 信 す る た め の 通 信 ユ
ニ ッ ト と 、 メ モ リ と 、 通 信 ユ ニ ッ ト 及 び メ モ リ を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ と を 有 し 、 コ ン ト
ロ ー ラ は 、 端 末 か ら 基 地 局 を 経 由 し て 送 付 さ れ る 第 １ の Ｉ Ｄ を 通 信 ユ ニ ッ ト に よ り 受 信 す
る と 、 第 １ の Ｉ Ｄ と 1対 1に 対 応 し 第 １ の Ｉ Ｄ よ り も ビ ッ ト 長 の 小 さ い 第 ２ の Ｉ Ｄ を 生 成 し
、 生 成 し た 第 ２ の Ｉ Ｄ を メ モ リ に 格 納 し 、 第 ２ の Ｉ Ｄ を 通 信 ユ ニ ッ ト を 用 い て 端 末 へ 送 信
す る よ う に 制 御 を 行 う 。 メ モ リ は 、 第 １ の Ｉ Ｄ と 第 ２ の Ｉ Ｄ の 対 応 表 を 記 憶 す る よ う に 構
成 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 拠 れ ば 、 シ ス テ ム 内 通 信 、 特 に 無 線 通 信 に お い て 、 低 電 力 ・ 低 速 通 信 に 適 し た
、 ビ ッ ト 長 の 小 さ い ロ ー カ ル IDを 使 用 で き る 。 ま た 、 サ ー バ が シ ス テ ム 外 と の 通 信 を 仲 介
す る こ と に よ り 、 外 部 シ ス テ ム と の 連 携 に 適 し た 、 全 世 界 で 一 意 な グ ロ ー バ ル IDも 活 用 で
き る 。
ま た 、 グ ロ ー バ ル IDが シ ス テ ム 内 の 通 信 仕 様 に 直 接 影 響 を 及 ぼ さ な い の で 、 グ ロ ー バ ル ID
の 仕 様 変 更 に 容 易 に 対 応 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 自 動 化 ・ 無 人 化 の 必 要 と さ れ る 工 場 の 大 規 模 生 産 ラ イ ン に お い て 、 製 造 工 程 を 監 視 す る
多 数 の セ ン サ チ ッ プ を 配 置 す る 。 工 場 は 全 国 に 散 在 し て お り 、 各 工 場 に お い て セ ン サ ネ ッ
ト ワ ー ク シ ス テ ム が 構 築 さ れ て い る 。 こ れ ら 全 て を イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 中 央 管 理 セ ン
タ ー で 監 視 す る こ と に よ り 、 製 造 工 程 を 一 元 的 に 監 視 す る こ と が で き 、 生 産 性 向 上 の た め
の 種 々 の 施 策 を 促 進 す る た め の 情 報 基 盤 と す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 図 １ に 、 外 部 シ ス テ ム を 含 む セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す 。
セ ン サ チ ッ プ （ 101～ 108） は 、 セ ン サ 機 能 や 無 線 通 信 機 能 を 備 え た 小 型 ICチ ッ プ で あ る 。
多 数 の セ ン サ チ ッ プ が 、 人 や モ ノ に 付 け ら れ た り 環 境 中 に 配 置 さ れ た り す る 。 個 々 の セ ン
サ チ ッ プ は 定 期 的 に セ ン シ ン グ を 行 っ た り 、 デ ー タ 送 信 を 行 っ た り す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 無 線 基 地 局 （ 111～ 113） は 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101～ 108） か ら 送 信 さ れ た デ ー タ を 受 信 し
、 サ ー バ へ 転 送 す る 役 割 を 果 た す 。 一 般 的 に 、 無 線 基 地 局 の 数 は セ ン サ チ ッ プ の 数 と 比 較
す る と 少 数 で あ る 。 各 々 の 無 線 基 地 局 は 通 信 可 能 な エ リ ア を 有 し 、 セ ン サ チ ッ プ の 配 置 さ
れ る エ リ ア 全 体 を カ バ ー す る よ う に 配 置 さ れ る 。 無 線 通 信 は ノ イ ズ の 影 響 を 受 け 易 い た め
、 1つ の セ ン サ チ ッ プ が 常 に 複 数 の 無 線 基 地 局 と 通 信 可 能 な よ う に 、 無 線 基 地 局 を 密 に 配
置 す る 場 合 も あ る が 、 セ ン サ チ ッ プ が マ ル チ ホ ッ プ 通 信 を 行 い 、 無 線 基 地 局 を 密 に 配 置 す
る 必 要 の な い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 サ ー バ （ 131） は 、 基 地 局 が 受 信 し た セ ン サ チ ッ プ か ら の 測 定 デ ー タ を 、 LAN（ 120） を
介 し て 受 信 す る 。 個 々 の セ ン サ チ ッ プ か ら 収 集 し た 測 定 デ ー タ を 、 デ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 す
る 。 ま た 、 ク ラ イ ア ン ト （ 141） や 外 部 サ ー バ （ 171） か ら の ア ク セ ス を 受 け 付 け 、 こ れ ら
に 対 し て デ ー タ ベ ー ス の 情 報 を 提 供 し た り 、 反 対 に 情 報 の 提 供 を 受 け た り す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ク ラ イ ア ン ト （ 141） は 、 本 シ ス テ ム に お け る ユ ー ザ と の イ ン タ フ ェ ー ス を 提 供 す る 。
例 え ば 温 度 モ ニ タ リ ン グ の よ う な ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る た め の フ ロ ン ト エ ン ド と な
り 、 サ ー バ （ 131） に ア ク セ ス し 、 デ ー タ ベ ー ス の 情 報 を 取 得 し 、 温 度 モ ニ タ リ ン グ 画 面
を 表 示 す る 。 ま た 、 ユ ー ザ か ら の 管 理 コ マ ン ド を 受 け 付 け 、 サ ー バ 、 基 地 局 、 セ ン サ チ ッ
プ に 対 す る 制 御 を 実 行 す る 。 ク ラ イ ア ン ト （ 141） が 直 接 通 信 す る の は サ ー バ （ 131） で あ
る の で 、 基 地 局 や セ ン サ チ ッ プ に 対 す る 管 理 コ マ ン ド は ま ず サ ー バ （ 131） に 受 け 付 け ら
れ 、 サ ー バ （ 131） か ら 基 地 局 、 さ ら に セ ン サ チ ッ プ へ 転 送 さ れ る 。 な お 、 ク ラ イ ア ン ト
（ 141） は 発 明 の 内 容 と 直 接 の 関 係 を 持 た な い た め 、 本 明 細 書 で は 詳 細 な 説 明 は 行 わ な い
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 LAN（ 120） は 、 ユ ー ザ サ イ ド で 構 築 さ れ た ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。 LANを
構 成 す る 技 術 と し て は イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） 技 術 が 広 く 普 及 し て お り 、 ス イ ッ チ ン グ
ハ ブ や 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 ま た 、 Bluetooth（ 登 録 商 標 ） 、
ECHONET（ 登 録 商 標 ） 、 HAVi（ 登 録 商 標 ） の よ う な 、 他 の LAN向 け 通 信 技 術 を 併 用 す る こ と
も で き る 。 LAN（ 120） へ は 、 無 線 基 地 局 、 サ ー バ 、 ク ラ イ ア ン ト 等 が 接 続 さ れ 、 こ れ ら の
装 置 間 の 通 信 を 仲 介 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ル ー タ （ 151） は 、 LAN（ 120） を 公 衆 網 で あ る Internet（ 160） へ 接 続 す る た め の ゲ ー ト
ウ ェ イ で あ る 。 ル ー タ の 基 本 機 能 は IPパ ケ ッ ト を 中 継 す る こ と で あ る が 、 多 種 多 様 な ゲ ー
ト ウ ェ イ 機 能 を 備 え る も の が 市 販 さ れ て お り 、 そ れ ら の 機 能 を 必 要 に 応 じ て 活 用 す る こ と
が で き る 。 例 え ば 、 LAN（ 120） 内 の 各 装 置 に 自 動 的 に IPア ド レ ス を 割 り 当 て る た め の DHCP
機 能 や LAN（ 120） 内 で プ ラ イ ベ ー ト IPア ド レ ス を 使 用 す る 場 合 の NAT（ Network Address T
ranslation） 機 能 を 利 用 す る こ と が で き る 。 特 に 、 外 部 か ら Internet（ 160） を 介 し た LAN
（ 120） 内 へ の 不 正 ア ク セ ス を 防 止 す る た め 、 ル ー タ （ 151） は フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 機 能 を 有
す る も の が 適 し て い る 。 そ の 場 合 、 サ ー バ （ 131） は 、 本 図 の よ う に 他 の 機 器 同 様 LAN内 に
設 置 し て も 良 い し 、 セ キ ュ リ テ ィ を よ り 強 固 に す る た め に 、 ル ー タ の 特 定 ポ ー ト に 接 続 し
、 DMZ（ De-Militarized Zone） を 構 成 し て も 良 い 。
以 上 が 、 ユ ー ザ サ イ ド に お い て 構 築 さ れ た セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム の 構 成 で あ る 。 こ こ で ユ
ー ザ と は 、 個 人 、 企 業 、 自 治 体 等 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 の よ う な セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム は 、 ル ー タ （ 151） を 介 し て Internet（ 160） へ 接 続
さ れ る 。 ル ー タ （ 151） と Internet（ 160） を 接 続 す る ア ク セ ス 回 線 は 、 通 信 事 業 者 の 提 供
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す る 多 種 多 様 な 回 線 を 使 用 す る こ と が で き る 。 代 表 的 な も の に 、 ア ナ ロ グ 電 話 回 線 、 デ ジ
タ ル 専 用 線 、 ADSL、 CATV、 FTTH等 が 挙 げ ら れ る 。 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム の ユ ー ザ が 個 人 や
小 規 模 な 企 業 で あ る 場 合 に は 、 ア ク セ ス 回 線 は 典 型 的 に は ま ず ISP（ Internet Service Pr
ovider） の ネ ッ ト ワ ー ク へ 収 容 さ れ 、 そ こ か ら Internet（ 160） へ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 外 部 サ ー バ （ 171） は 、 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム か ら 見 れ ば Internet（ 160） 上 の 外 部 通 信
機 器 で あ る 。 典 型 的 に は 、 有 償 で 特 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 提 供 す る ASP（ Application S
ervice Provider） で あ っ た り 、 無 償 で 公 開 さ れ た Webサ イ ト で あ っ た り す る 。 外 部 サ ー バ
（ 171） を 所 有 す る 事 業 主 体 に 応 じ て Internet（ 160） へ の 実 際 の 接 続 は 異 な る が 、 ISPの
ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム と 外 部 サ ー バ と の 関 係 は 必 ず し も 1対 1で な く て も 良 い 。 単 一 の 外
部 サ ー バ が 複 数 の セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム と 連 携 し て も 良 い し 、 単 一 の セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ
ム が 複 数 の 外 部 サ ー バ と 連 携 し て も 良 い 。 あ る い は 、 外 部 サ ー バ （ 171） が 、 図 １ と は 別
の セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム に お け る サ ー バ で あ っ て も 良 く 、 そ の 場 合 に は 別 々 の セ ン サ ネ ッ
ト シ ス テ ム 同 士 が 互 い に 連 携 す る 形 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 内 部 構 成 を 示 す 。
電 源 （ 210） は 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 各 機 能 部 が 動 作 す る た め の 電 力 を 供 給 す る 。 一 次
電 池 （ 乾 電 池 や ボ タ ン 電 池 等 ） 、 二 次 電 池 （ 充 電 池 ） 、 燃 料 電 池 、 太 陽 光 発 電 装 置 、 微 小
振 動 発 電 装 置 等 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 セ ン サ （ 220） は 、 マ イ コ ン （ 250） か ら の 測 定 命 令 に 従 い セ ン シ ン グ を 行 い 、 測 定 値 を
マ イ コ ン に 受 け 渡 す 。 測 定 対 象 と な り 得 る 物 理 量 は 、 温 度 、 圧 力 、 加 速 度 、 赤 外 線 量 、 電
位 等 で あ り 、 測 定 対 象 に 応 じ た 受 容 機 構 を 備 え る 。 一 次 測 定 値 が ア ナ ロ グ 信 号 と し て 得 ら
れ る 場 合 に は 、 マ イ コ ン （ 250） が 扱 え る デ ジ タ ル 値 に 変 換 す る た め の AD変 換 器 を 備 え る
。 セ ン サ チ ッ プ （ 101） が 種 々 の 応 用 に 適 用 で き る よ う に 、 セ ン サ （ 220） は 単 体 で 複 数 の
受 容 機 構 を 備 え て も 良 い し 、 受 容 機 構 の 異 な る 複 数 の セ ン サ を 目 的 に 応 じ て 換 装 で き る よ
う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 RF（ 230） は 、 ア ン テ ナ と 高 周 波 回 路 よ り 構 成 さ れ 、 無 線 基 地 局 や 他 の セ ン サ チ ッ プ と
の 間 で デ ー タ を 送 受 信 す る 。 通 信 に 用 い る 無 線 周 波 数 帯 や 、 無 線 変 調 方 式 等 に よ っ て 、 ア
ン テ ナ や 高 周 波 回 路 に 採 用 す べ き 実 装 技 術 は 異 な っ て く る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ROM（ 240） に は 、 プ ロ グ ラ ム コ ー ド と 、 グ ロ ー バ ル IDを 含 む 各 種 パ ラ メ ー タ が 書 き 込 ま
れ て い る 。 セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 起 動 時 、 マ イ コ ン （ 250） が ROM（ 240） か ら プ ロ グ ラ ム
コ ー ド を 読 み 出 し 、 実 行 す る 。 プ ロ グ ラ ム コ ー ド は OS（ Operating System） を 含 ん で い て
も 良 い 。 プ ロ グ ラ ム コ ー ド の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ や パ ラ メ ー タ の 変 更 等 、 セ ン サ チ ッ プ （ 10
1） の 出 荷 後 に ROM（ 240） の 内 容 を 書 き 換 え る 可 能 性 が あ る 場 合 に は 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ
等 の 実 装 技 術 が 利 用 で き る 。 た だ し グ ロ ー バ ル IDの 値 は メ ー カ が 出 荷 前 に セ ン サ チ ッ プ 毎
に 固 定 値 を 書 き 込 む も の で あ っ て 、 通 常 の 運 用 に お い て は 出 荷 後 に 書 き 換 え る こ と は 想 定
さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 マ イ コ ン （ 250） は 、 プ ラ グ ラ ム コ ー ド を 実 行 す る こ と に よ っ て セ ン サ チ ッ プ （ 101） の
動 作 全 体 を 制 御 す る 。 ROM（ 240） や RAM（ 260） と だ け で は な く 、 セ ン サ （ 220） や RF（ 230
） と も デ ー タ の 送 受 を 行 う の で 、 こ れ ら の 各 機 能 部 と の 間 の 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え
る 。 ま た 、 セ ン サ （ 220） や RF（ 230） か ら イ ベ ン ト 駆 動 で デ ー タ を 取 り 込 む た め の 割 り 込
み 機 能 や 、 定 期 的 な セ ン シ ン グ 、 測 定 時 刻 の 記 録 、 デ ー タ 送 信 時 の 再 送 制 御 等 の た め の タ
イ マ 機 能 等 を 備 え る 。 マ イ コ ン （ 250） の 実 装 技 術 に は 、 組 み 込 み 機 器 向 け の 汎 用 8ビ ッ ト
マ イ コ ン を 使 用 し て も 良 い し 、 セ ン サ ネ ッ ト 向 け に 低 消 費 電 力 特 性 や 信 号 処 理 機 能 を 向 上

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-60515 A 2006.3.2



さ せ た カ ス タ ム 品 を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 RAM（ 260） は 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） が 動 作 す る 際 の 作 業 記 憶 と な る 。 ROM（ 240） 内 に
書 き 込 ま れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド が OSを 含 む 場 合 、 OSや OS上 で 動 作 す る 実 行 プ ロ セ ス が RAM
（ 260） 上 に ロ ー ド さ れ る 。 プ ロ グ ラ ム コ ー ド が OSを 含 ま な い 場 合 、 プ ロ グ ラ ム コ ー ド は R
AM（ 260） 上 に ロ ー ド さ れ る こ と な く 、 1命 令 づ つ 直 接 マ イ コ ン （ 250） に 読 み 込 ま れ 実 行
さ れ る 。 動 作 時 に は 、 RAM（ 260） は セ ン サ （ 220） か ら 取 得 し た 測 定 値 を 保 持 し た り 、 デ
ー タ 送 受 信 時 の パ ケ ッ ト の 生 成 や 解 析 の た め の 領 域 と な る 。 特 に 本 発 明 に 関 わ り 、 初 期 登
録 時 に サ ー バ か ら 割 り 当 て ら れ る ロ ー カ ル IDが RAM（ 260） 上 に 記 憶 さ れ 、 毎 回 の 測 定 デ ー
タ の 送 信 時 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 、 無 線 基 地 局 （ 111） の 内 部 構 成 を 示 す 。
電 源 （ 310） は 、 無 線 基 地 局 （ 111） の 各 機 能 部 が 動 作 す る た め の 電 力 を 供 給 す る 。 最 も 標
準 的 な 給 電 方 法 は 通 常 の 家 庭 用 電 源 に 接 続 し て 外 部 給 電 す る 方 法 で あ る が 、 PoE（ Power o
ver Ethernet（ 登 録 商 標 ） 。 ） や USBの よ う な 、 有 線 の 通 信 ケ ー ブ ル を 電 力 線 と し て も 利
用 す る 技 術 を 使 用 し て も 良 い 。 そ の 場 合 に は NIF（ 320） が 電 源 部 の 役 割 を 兼 ね る 。 ま た 、
セ ン サ チ ッ プ の 場 合 と 同 様 に 電 池 ま た は 発 電 機 構 を 備 え て 内 部 給 電 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 NIF（ 320） は 、 LAN（ 120） へ の 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス で あ り 、 サ ー バ （ 131） と の 間 で 通
信 を 行 う 。 典 型 的 な イ ン タ フ ェ ー ス と し て は 10/100BASE-T、 無 線 LAN、 Bluetooth（ 登 録 商
標 ） 等 が あ る 。 後 述 す る よ う に サ ー バ （ 131） と の 通 信 で は ネ ッ ト ワ ー ク レ イ ヤ に IP（ Int
ernet Protocol） を 使 用 す る の で 、 NIF（ 320） に は IPア ド レ ス が 設 定 さ れ 、 IPパ ケ ッ ト の
送 受 信 機 能 が 具 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 RF（ 330） は 、 ア ン テ ナ と 高 周 波 回 路 よ り 構 成 さ れ 、 セ ン サ チ ッ プ が 送 信 し た 測 定 デ ー
タ を 受 信 し た り 、 ま た サ ー バ か ら の 応 答 等 を セ ン サ チ ッ プ へ 送 信 す る 。 無 線 基 地 局 は セ ン
サ チ ッ プ と 比 較 し て 大 き さ や 電 力 の 制 約 が 小 さ い の で 、 2本 以 上 の ア ン テ ナ を 用 い る ダ イ
バ ー シ テ ィ 技 術 や 複 雑 な 信 号 処 理 に よ る 干 渉 低 減 技 術 等 を 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、
1台 の 無 線 基 地 局 が 多 数 の セ ン サ チ ッ プ と 通 信 す る た め 、 無 線 多 重 化 や パ ケ ッ ト 処 理 等 に
は セ ン サ チ ッ プ よ り も 高 い 性 能 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ROM（ 340） に は 、 OSを 含 む プ ロ グ ラ ム コ ー ド と 各 種 パ ラ メ ー タ が 書 き 込 ま れ る 。 こ れ ら
は 一 般 的 に フ ァ ー ム ウ ェ ア と 呼 ば れ る 。 フ ァ ー ム ウ ェ ア は 出 荷 後 に オ ン ラ イ ン で ア ッ プ デ
ー ト す る 技 術 が 普 及 し て お り 、 ROM（ 340） の 実 装 技 術 と し て は 、 内 容 の 書 き 換 え が 可 能 な
フ ラ ッ シ ュ メ モ リ を 採 用 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 CPU（ 350） は 、 プ ラ グ ラ ム コ ー ド を 実 行 す る こ と に よ っ て 無 線 基 地 局 （ 111） の 動 作 全
体 を 制 御 す る 。 ROM（ 340） や RAM（ 360） と だ け で は な く 、 NIF（ 320） や RF（ 330） と も デ
ー タ の 送 受 を 行 う の で 、 こ れ ら の 各 機 能 部 と の 間 の 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え る 。 CPU
（ 350） の 実 装 技 術 に は 、 組 み 込 み 機 器 向 け の 16ビ ッ ト や 32ビ ッ ト の プ ロ セ ッ サ を 使 用 し
て も 良 い し 、 信 号 処 理 等 の 性 能 を 向 上 さ せ た カ ス タ ム 品 を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 RAM（ 360） は 、 無 線 基 地 局 （ 111） が 動 作 す る 際 の 作 業 記 憶 と な る 。 ROM（ 340） か ら は
、 OSや OS上 で 動 作 す る 実 行 プ ロ セ ス が RAM（ 360） 上 に ロ ー ド さ れ る 。 ま た 、 デ ー タ 送 受 信
時 の パ ケ ッ ト の 生 成 や 解 析 の た め の 領 域 と な る 。
図 ４ に 、 サ ー バ （ 131） の 内 部 構 成 を 示 す 。 一 般 的 な PCや 業 務 用 サ ー バ と 同 様 の ア ー キ テ
ク チ ャ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 電 源 （ 410） は 、 サ ー バ （ 131） の 各 機 能 部 が 動 作 す る た め の 電 力 を 供 給 す る 。 通 常 の 家
庭 用 電 源 や 業 務 用 電 源 に 接 続 し て 外 部 給 電 す る 方 法 が 一 般 的 で あ る 。 特 に 業 務 用 途 へ の 適
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用 に 際 し て は 、 瞬 断 や 停 電 等 の 電 源 異 常 に 対 応 す る た め の 無 停 電 電 源 装 置 （ UPS） と 併 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 NIF（ 420） は 、 LAN（ 120） あ る い は ル ー タ （ 151） へ 接 続 す る た め の 通 信 イ ン タ フ ェ ー
ス で あ り 、 無 線 基 地 局 （ 111～ 113） 、 ク ラ イ ア ン ト （ 141） 、 外 部 サ ー バ （ 171） と の 間 で
通 信 を 行 う 。 典 型 的 な イ ン タ フ ェ ー ス と し て は 100BASE-TX、 1000BASE-T、 1000BASE-TX等
が あ る 。 一 般 家 庭 用 の よ う な 、 小 規 模 で あ っ た り 高 い 信 頼 性 を 要 求 し な い よ う な 用 途 で あ
れ ば 、 無 線 LANの よ う な イ ン タ フ ェ ー ス を 用 い て も 良 い 。 サ ー バ （ 131） の 行 う 通 信 は ネ ッ
ト ワ ー ク レ イ ヤ に IPを 使 用 す る の で 、 NIF（ 420） に は IPア ド レ ス が 設 定 さ れ 、 IPパ ケ ッ ト
の 送 受 信 機 能 が 具 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 補 助 記 憶 （ 430） に は 、 OSを 含 む プ ロ グ ラ ム コ ー ド と 各 種 パ ラ メ ー タ が 書 き 込 ま れ る 。
ま た 補 助 記 憶 （ 430） に は 、 セ ン サ チ ッ プ か ら 収 集 し た 測 定 デ ー タ を 管 理 す る た め の デ ー
タ テ ー ブ ル （ 431） が 保 持 さ れ た り 、 OSの 仮 想 メ モ リ 機 能 に よ っ て 作 業 記 憶 領 域 が 割 り 当
て ら れ た り す る 。 補 助 記 憶 （ 430） の 実 装 技 術 と し て は 、 セ ン サ チ ッ プ の 数 や セ ン シ ン グ
す る デ ー タ 量 の 多 い 大 規 模 な セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム 向 け に は HDDを 用 い る の が 適 し て い る
。 比 較 的 小 規 模 な セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム で あ れ ば 、 数 10～ 数 100メ ガ バ イ ト 程 度 の 記 憶 容
量 を 持 つ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 等 で も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 CPU（ 440） は 、 プ ラ グ ラ ム コ ー ド を 実 行 す る こ と に よ っ て サ ー バ （ 131） の 動 作 全 体 を
制 御 す る 。 ま た 、 補 助 記 憶 （ 430） 、 RAM（ 450） 、 NIF（ 320） と の 間 で デ ー タ の 送 受 を 行
う た め の 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え る 。 CPU（ 440） の 実 装 技 術 に は 、 業 務 用 途 向 け に は
ハ イ エ ン ド の 高 速 プ ロ セ ッ サ を 使 用 す れ ば 良 い し 、 一 般 家 庭 用 等 の 小 規 模 用 途 向 け に は 組
み 込 み 機 器 向 け の 16ビ ッ ト や 32ビ ッ ト の プ ロ セ ッ サ を 使 用 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 RAM（ 450） は 、 サ ー バ （ 131） が 動 作 す る 際 の 作 業 記 憶 と な る 。 補 助 記 憶 （ 430） か ら は
、 OSや OS上 で 動 作 す る 実 行 プ ロ セ ス が RAM（ 450） 上 に ロ ー ド さ れ る 。 ま た 、 RAM（ 450） は
補 助 記 憶 （ 430） と 比 較 し て ア ク セ ス 速 度 が 速 い の で 、 ア ク セ ス 頻 度 の 高 い デ ー タ や 、 高
速 ア ク セ ス が 必 要 な デ ー タ は 記 憶 容 量 が 許 す 限 り RAM（ 450） 上 に 保 持 す る の が 良 い 。 本 発
明 の 主 要 な 構 成 要 素 の 1つ で あ る IDテ ー ブ ル （ 451） は そ の よ う な デ ー タ の 1つ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 図 に は 示 し て い な い が 、 サ ー バ （ 131） は こ の 他 に も 、 保 守 管 理 用 の デ ィ ス プ レ イ 装
置 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 等 の 入 出 力 用 の デ バ イ ス や イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え て い て も 良 い 。
外 部 サ ー バ （ 171） に 関 し て は 、 本 発 明 の 詳 細 に 規 定 す る と こ ろ で は な い が 、 一 例 と し て
図 ４ に 示 し た サ ー バ （ 131） と 同 様 の 構 成 を 想 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ５ に 、 本 実 施 例 に お け る 各 装 置 の プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク を 示 す 。 プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク 図
は 、 各 装 置 の プ ロ ト コ ル 機 能 の 関 連 性 を 示 し た も の で あ る 。 論 理 的 な 接 続 関 係 と 、 各 プ ロ
ト コ ル レ イ ヤ の 連 携 の 仕 方 を 示 す 。
セ ン サ チ ッ プ （ 101） の プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク に お い て 、 RF-APLレ イ ヤ は 、 測 定 デ ー タ を 無
線 基 地 局 に 送 信 す る た め の フ ォ ー マ ッ ト に カ プ セ ル 化 す る 。 RF-NWレ イ ヤ は 、 グ ロ ー バ ル I
Dお よ び ロ ー カ ル IDを 管 理 し た り 、 送 受 信 パ ケ ッ ト の 欠 落 や 二 重 受 信 を 検 出 す る 等 の 機 能
を 提 供 す る 。 RF-MACレ イ ヤ は 、 メ ッ セ ー ジ の 種 別 を 定 義 し た り 、 フ レ ー ム の 誤 り 検 出 を 行
う 等 の 機 能 を 提 供 す る 。 こ れ ら の 各 レ イ ヤ 機 能 は 、 マ イ コ ン （ 250） が 実 行 す る プ ロ グ ラ
ム コ ー ド と し て 実 装 さ れ る 。 RF-PHYレ イ ヤ の 機 能 は RF（ 230） に 実 装 さ れ 、 無 線 の 符 号 化
や 多 重 化 、 無 線 信 号 の 送 受 信 等 の 機 能 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 例 で は 、 グ ロ ー バ ル IDお よ び ロ ー カ ル IDは RF-NWレ イ ヤ に お い て 管 理 さ れ る も の
と し た が 、 実 装 に よ っ て は RF-MACレ イ ヤ に お い て 管 理 し て も 良 い 。 プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク に
お け る レ イ ヤ 間 の 機 能 分 担 に 関 す る こ の よ う な 議 論 は 実 装 方 法 に 関 す る 問 題 で あ っ て 、 ど
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の よ う な 機 能 分 担 に よ る 実 装 を 行 っ た と し て も 本 発 明 の 基 本 原 理 に 影 響 を 与 え る も の で は
な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 セ ン サ チ ッ プ （ 101） は 少 な く と も 1つ の 無 線 基 地 局 と 、 直 接 的 ま た は 間 接 的 に 無 線 通 信
を 行 う 。 例 え ば セ ン サ チ ッ プ （ 101） と 無 線 基 地 局 （ 111） と が 互 い に 通 信 可 能 な エ リ ア に
位 置 す る 場 合 に は 、 両 者 は 直 接 的 な 通 信 を 行 う 。 セ ン サ チ ッ プ （ 101） が 無 線 基 地 局 （ 111
） と 直 接 通 信 で き な い 場 合 に は 、 近 隣 の セ ン サ チ ッ プ 間 で デ ー タ の マ ル チ ホ ッ プ を 行 い 、
最 終 的 に 無 線 基 地 局 （ 111） ま で デ ー タ を 伝 送 し て も 良 い 。 そ の 場 合 、 点 線 （ 501） で 示 し
た 箇 所 に 1つ 以 上 の セ ン サ チ ッ プ が 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 無 線 基 地 局 （ 111） に お い て も 、 RF-PHYレ イ ヤ の 機 能 は RF（ 330） に 実 装 さ れ る 。 RF-MAC
レ イ ヤ 以 上 の 無 線 側 プ ロ ト コ ル と 、 TCP/IPレ イ ヤ 以 上 の LAN側 プ ロ ト コ ル は 、 CPU（ 350）
が 実 行 す る プ ロ グ ラ ム コ ー ド と し て 実 装 さ れ る 。 無 線 側 プ ロ ト コ ル の う ち 、 RF-NWレ イ ヤ
お よ び RF-APLレ イ ヤ の 各 機 能 は 、 LAN側 プ ロ ト コ ル で あ る SN-APLレ イ ヤ へ マ ッ ピ ン グ さ れ
る 。 マ ッ ピ ン グ の 結 果 と し て デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト の 変 換 を 伴 っ て も 構 わ な い が 、 測 定 デ ー
タ 、 グ ロ ー バ ル ID、 ロ ー カ ル ID等 の 情 報 を 欠 落 さ せ る こ と な く 含 め る 。 SN-APLレ イ ヤ は 、
伝 送 レ イ ヤ に TCP/IPを 用 い る 。 実 装 に よ っ て は UDP/IPを 用 い て も 良 い が 、 そ の 場 合 に は 無
線 基 地 局 （ 111） と サ ー バ の 間 で パ ケ ッ ト の 欠 落 や 二 重 受 信 の 検 出 お よ び 再 送 制 御 を 行 う
必 要 が あ る 。 こ の 処 理 は SN-APLレ イ ヤ に マ ッ ピ ン グ さ れ た RF-NWレ イ ヤ の 機 能 に よ っ て 実
現 さ れ る 。 Ether-MACレ イ ヤ お よ び 100BASE-Tレ イ ヤ の 機 能 は NIF（ 320） に 実 装 さ れ る 。
無 線 基 地 局 （ 111） と サ ー バ （ 131） の 間 に は 、 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト 、 ス イ ッ チ ン グ
ハ ブ 、 ル ー タ 等 、 LANを 構 成 す る 中 継 装 置 が 1つ 以 上 あ っ て も 良 い 。 図 中 で は 点 線 （ 502）
で 示 し た 箇 所 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 サ ー バ （ 131） は 、 TCP/IP上 を 伝 送 さ れ て き た SN-APLレ イ ヤ を 終 端 す る 。 SN-APLレ イ ヤ
に よ っ て 収 集 さ れ た 各 セ ン サ チ ッ プ か ら の 測 定 デ ー タ は 、 デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） へ 格 納
さ れ る 。 SN-APLレ イ ヤ は 、 セ ン サ チ ッ プ か ら の デ ー タ を 収 集 し た り 個 々 の セ ン サ チ ッ プ を
制 御 し た り す る た め シ ス テ ム 内 プ ロ ト コ ル な の で 、 外 部 サ ー バ （ 171） と の 通 信 に お い て
は よ り 汎 用 的 な プ ロ ト コ ル を 用 い る 。 XML-APLレ イ ヤ は 、 デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト に XML（ Exte
nsible Markup Language） を 採 用 す る こ と に よ り 、 多 様 な シ ス テ ム 関 連 携 へ の 対 応 が 可 能
な 汎 用 性 を 備 え る 。 XML-APLレ イ ヤ の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト を Internet（ 160） 上 で 伝 送 す る
た め に 、 SOAP（ Simple Object Access Protocol） お よ び HTTP（ HyperText Transfer Prot
ocol） を 利 用 す る 。 こ の よ う な 、 XMLや HTTPを 用 い た ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ ト コ ル の 設 計
方 法 や そ の 上 で 実 現 さ れ る サ ー ビ ス は 「 Webサ ー ビ ス 」 と 呼 ば れ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し
た 電 子 商 取 引 や 多 種 多 様 な 企 業 間 連 携 に 活 用 さ れ て い る 。 外 部 サ ー バ （ 171） と の 通 信 に X
ML/HTTPの 枠 組 み を 採 用 す る こ と に よ り 、 多 様 な サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ と の 連 携 が 可 能 に な
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 サ ー バ （ 131） に お け る TCP/IPレ イ ヤ 以 上 の 各 プ ロ ト コ ル は 、 CPU（ 440） が 実 行 す る プ
ロ グ ラ ム コ ー ド と し て 実 装 さ れ る 。 一 方 、 Ether-MACレ イ ヤ 以 下 は NIF（ 420） に 実 装 さ れ
る 。 な お 本 図 で は 、 サ ー バ （ 131） の ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス と し て 無 線 基 地 局 （ 111
） 側 と ル ー タ （ 151） 側 の 2つ が 別 々 に あ る よ う に 見 え る が 、 こ れ は プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク 図
の 表 現 上 の 問 題 で あ っ て 、 必 ず し も NIF（ 420） が 2つ の 物 理 イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え る こ と
を 意 味 し て は い な い 。 IP通 信 は 単 一 の 物 理 イ ン タ フ ェ ー ス 上 で 多 重 可 能 で あ る た め 、 NIF
（ 420） が 単 一 の 物 理 イ ン タ フ ェ ー ス し か 有 さ な く て も 機 能 上 の 問 題 は 発 生 し な い 。 な お 2
つ の 物 理 イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え た 場 合 に は 、 通 信 帯 域 の 増 強 、 通 信 経 路 の 二 重 化 、 セ キ ュ
リ テ ィ 設 計 の 容 易 化 等 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 サ ー バ （ 131） と ル ー タ （ 151） の 間 に は 、 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト 、 ス イ ッ チ ン グ ハ
ブ 、 ル ー タ 等 、 LANを 構 成 す る 中 継 装 置 が 1つ 以 上 あ っ て も 良 い 。 図 中 で は 点 線 （ 503） で
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示 し た 箇 所 に 位 置 す る 。
ル ー タ （ 151） は 、 サ ー バ （ 131） と 外 部 サ ー バ （ 171） の 間 の 通 信 を IPレ イ ヤ で 中 継 す る
。 す な わ ち 宛 先 IPア ド レ ス か ら 転 送 先 の イ ン タ フ ェ ー ス を 決 定 す る 。 設 定 に 応 じ て 、 パ ケ
ッ ト に 対 し て NATや パ ケ ッ ト フ ィ ル タ リ ン グ 等 の 処 理 を 施 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ル ー タ （ 151） と 外 部 サ ー バ （ 171） の 間 で は 、 Internet（ 160） を 構 成 す る ル ー タ 、 長
距 離 伝 送 装 置 等 を 複 数 経 由 す る の が 一 般 的 で あ る 。 ま た 、 ル ー タ （ 151） や 外 部 サ ー バ （ 1
71） が 企 業 の ネ ッ ト ワ ー ク 内 に 設 置 さ れ た 場 合 や ISPを 経 由 し て Internet（ 160） へ ア ク セ
ス す る 場 合 に は 、 そ れ ら の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る ゲ ー ト ウ ェ イ 、 ル ー タ 、 ス イ ッ チ 等 も
経 由 す る 。 こ れ ら の 各 種 装 置 は 図 中 で は 波 線 （ 504） で 示 し た 箇 所 に 位 置 す る 。
外 部 サ ー バ （ 171） は 、 サ ー バ （ 131） か ら の XML-APLレ イ ヤ を 終 端 す る 。 ま た 、 バ ッ ク エ
ン ド の 各 種 の デ ー タ ベ ー ス 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ ー バ 、 さ ら に は 他 の サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ
が イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 公 開 す る 別 の 外 部 サ ー バ と 連 携 し て も 構 わ な い 。 こ の よ う な 多 種 多
様 な 連 携 は 、 Webサ ー ビ ス の 持 つ 汎 用 性 に よ っ て 容 易 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 図 で は 、 LAN（ 120） 内 や シ ス テ ム 外 の 通 信 に お け る MACレ イ ヤ お よ び PHYレ イ ヤ を 一 律
に Ether-MACお よ び 100BASE-Tと し た が 、 IPレ イ ヤ を 伝 送 す る た め の MACレ イ ヤ や PHYレ イ ヤ
に は 多 様 な 種 類 が あ り 、 そ れ ら の う ち い ず れ を 用 い て も 構 わ な い 。 例 え ば ル ー タ （ 151）
を Internet（ 160） に 接 続 す る た め の ア ク セ ス 回 線 に は ADSLや 光 フ ァ イ バ を 用 い て も 構 わ
な い し 、 Internet（ 160） を 構 成 す る 通 信 事 業 者 の ネ ッ ト ワ ー ク 内 で は MACレ イ ヤ に MPLSを
、 PHYレ イ ヤ に OC-192を 用 い て も 構 わ な い 。
な お 、 本 発 明 に 大 き く 関 わ ら な い た め ク ラ イ ア ン ト （ 141） に つ い て の 説 明 は 本 図 に は 含
め な か っ た が 、 一 例 と し て 、 外 部 サ ー バ （ 171） と 同 様 に XML-APLを 用 い て サ ー バ （ 131）
と 通 信 す る と い っ た 実 装 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ６ に 、 セ ン サ チ ッ プ 初 期 登 録 時 の 通 信 シ ー ケ ン ス を 示 す 。
セ ン サ チ ッ プ （ 10１ ） が 初 期 起 動 状 態 （ 621） か ら 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 611） を 送 信 し 、
登 録 待 ち 状 態 （ 622） へ 遷 移 す る 。 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 611） を 受 信 し た 無 線 基 地 局 （ 11
1） は 、 プ ロ ト コ ル 変 換 （ 631） を 行 っ た 上 で 該 メ ッ セ ー ジ を サ ー バ （ 131） へ 転 送 す る 。
転 送 さ れ た 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 612） を 受 信 し た サ ー バ （ 131） は ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て
（ 641） 、 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 613） を 無 線 基 地 局 （ 111） へ 返 送 す る 。 無 線 基 地 局 （ 111
） は 、 プ ロ ト コ ル 変 換 （ 632） を 行 っ た 上 で 該 メ ッ セ ー ジ を セ ン サ チ ッ プ （ 101） へ 転 送 す
る 。 転 送 さ れ た 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） を 受 信 し た セ ン サ チ ッ プ （ 101） は ロ ー カ ル ID
を 記 憶 し （ 623） 、 運 用 状 態 （ 624） へ 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 実 施 例 で は ロ ー カ ル IDの 割 り 当 て の み を 行 う 初 期 登 録 シ ー ケ ン ス を 示 し て い る が 、 初
期 登 録 シ ー ケ ン ス を 利 用 し て 、 暗 号 化 通 信 の 設 定 、 通 信 間 隔 の 設 定 、 そ の 他 各 種 通 信 パ ラ
メ ー タ の 設 定 等 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） と サ ー バ （ 131） の 間 で の 各 種 の ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン
を 実 行 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ７ に 、 初 期 登 録 時 に お け る セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 動 作 フ ロ ー を 示 す 。
セ ン サ チ ッ プ （ 101） は 、 初 期 起 動 状 態 （ 621） か ら 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 611） を 送 信 す
る 。 該 メ ッ セ ー ジ 中 に は 自 身 の グ ロ ー バ ル ID値 が 格 納 さ れ る 。 メ ッ セ ー ジ 送 信 後 、 タ イ マ
を 起 動 し （ 701） 、 登 録 待 ち 状 態 （ 622） へ 遷 移 す る 。 登 録 待 ち 状 態 （ 622） は 、 サ ー バ か
ら の 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） を 受 信 す る た め の 待 機 時 間 で あ り 、 タ イ マ は 待 機 時 間 の
長 さ を 設 定 す る 。 タ イ ム ア ウ ト 時 間 T1は 、 無 線 通 信 や 有 線 通 信 に お け る 通 信 ノ イ ズ に よ る
パ ケ ッ ト ロ ス 、 LAN（ 120） の 輻 輳 、 サ ー バ （ 131） の 過 負 荷 等 が な い 状 況 に お い て 確 実 に
登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） が 返 送 さ れ る で あ ろ う 応 答 時 間 を 基 準 と し て 設 定 し 、 典 型 的
に は 数 秒 程 度 で あ る 。 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） を 受 信 せ ず に タ イ ム ア ウ ト が 発 生 し た
場 合 の 代 表 的 な 処 理 は 、 前 記 の よ う な 通 信 障 害 が 発 生 し た と み な し て 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ
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を 再 送 す る こ と で あ る 。 本 図 で は 、 タ イ ム ア ウ ト 前 に 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） を 受 信
し た 場 合 を 示 し て い る 。 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） を 受 信 す る と タ イ マ を 停 止 し （ 702）
、 該 メ ッ セ ー ジ に 格 納 さ れ た ロ ー カ ル ID値 を RAM（ 260） に 記 憶 し （ 623） 、 運 用 状 態 （ 624
） へ 遷 移 す る 。 運 用 状 態 （ 624） に お け る 通 信 で は 該 ロ ー カ ル IDを 使 用 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ８ に 、 初 期 登 録 時 に お け る 無 線 基 地 局 （ 111） の 動 作 フ ロ ー を 示 す 。
無 線 基 地 局 （ 111） は 、 受 信 待 ち 状 態 （ 801） に お い て セ ン サ チ ッ プ （ 101） か ら の 登 録 要
求 メ ッ セ ー ジ （ 611） を 受 信 す る と 、 図 ５ に 示 し た プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク に 従 っ て 該 メ ッ セ
ー ジ を 無 線 側 プ ロ ト コ ル の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト か ら LAN側 プ ロ ト コ ル の デ ー タ フ ォ ー マ ッ
ト へ 変 換 し 、 変 換 後 の 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 612） を サ ー バ （ 131） へ 転 送 し 、 受 信 待 ち 状
態 （ 802） へ 戻 る 。 サ ー バ （ 131） か ら の 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 613） を 受 信 し た 場 合 も 同
様 の フ ロ ー を 実 行 し 、 LAN側 プ ロ ト コ ル の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト か ら 無 線 側 プ ロ ト コ ル の デ
ー タ フ ォ ー マ ッ ト へ 変 換 し た 上 で 変 換 後 の 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） を セ ン サ チ ッ プ へ
転 送 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ９ に 、 初 期 登 録 時 に お け る サ ー バ （ 131） の 動 作 フ ロ ー を 示 す 。
サ ー バ （ 131） が 受 信 待 ち 状 態 （ 901） に お い て セ ン サ チ ッ プ （ 101） か ら の 登 録 要 求 メ ッ
セ ー ジ （ 612） を 受 信 す る と 、 該 メ ッ セ ー ジ 中 に 格 納 さ れ た グ ロ ー バ ル ID値 に 対 し て 、 新
た に シ ス テ ム 内 で 一 意 な ロ ー カ ル ID値 を 割 り 当 て 、 IDテ ー ブ ル （ 451） に 両 ID値 の 組 を 登
録 す る （ 641） 。 さ ら に 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 構 成 情 報 や 測 定 デ ー タ を 格 納 す る た め の
デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） の エ ン ト リ を 作 成 す る （ 902） 。 そ の 後 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） に
向 け て 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 613） を 送 信 し 、 受 信 待 ち 状 態 （ 903） へ 戻 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ０ に 、 サ ー バ （ 131） の 管 理 す る IDテ ー ブ ル （ 451） の 構 成 を 示 す 。
IDテ ー ブ ル （ 451） は 、 個 々 の セ ン サ チ ッ プ に 対 応 す る エ ン ト リ よ り 構 成 さ れ 、 各 々 の エ
ン ト リ は 、 グ ロ ー バ ル ID、 ロ ー カ ル ID、 デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） へ の イ ン デ ッ ク ス に よ り
構 成 さ れ る 。 本 図 で は 、 グ ロ ー バ ル IDが 128ビ ッ ト 、 ロ ー カ ル IDが 8ビ ッ ト の 場 合 を 示 し て
い る 。 見 や す さ の た め に 、 両 ID値 は 16進 数 で 表 記 し 、 ま た グ ロ ー バ ル ID値 は 16ビ ッ ト 毎 に
コ ロ ン （ ： ） で 区 切 っ て 表 記 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 IDテ ー ブ ル （ 451） は 、 グ ロ ー バ ル IDか ら ロ ー カ ル IDへ の 変 換 、 ロ ー カ ル IDか ら グ ロ
ー バ ル IDへ の 変 換 に 使 用 さ れ る 。 ま た 、 グ ロ ー バ ル IDま た は ロ ー カ ル IDを キ ー と し て デ ー
タ テ ー ブ ル （ 431） へ の イ ン デ ッ ク ス 値 を 取 得 す る た め に も 使 用 さ れ る 。 イ ン デ ッ ク ス 値
の 示 す 先 に は 、 対 応 す る セ ン サ チ ッ プ の 情 報 が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） に は 、 個 々 の セ ン サ チ ッ プ の 構 成 情 報 や 測 定 デ ー タ が 格 納 さ れ
る 。 測 定 デ ー タ の 例 と し て は 、 生 デ ー タ で あ る 測 定 値 そ の も の 、 前 記 測 定 値 を SI単 位 に 変
換 し た 値 、 測 定 時 刻 等 が 挙 げ ら れ る 。 セ ン サ チ ッ プ の 構 成 情 報 の 例 と し て は 、 製 造 元 メ ー
カ 、 セ ン サ の 種 類 、 電 源 容 量 、 無 線 周 波 数 を は じ め と す る 通 信 パ ラ メ ー タ 等 が 挙 げ ら れ る
。 こ れ ら の 構 成 情 報 を 取 得 す る 手 段 の 例 と し て は 、 ユ ー ザ が 手 動 で 設 定 す る 、 セ ン サ チ ッ
プ の 製 品 パ ッ ケ ー ジ に 添 付 さ れ た 媒 体 か ら イ ン ス ト ー ル す る 、 メ ー カ の サ ポ ー ト 用 Webサ
イ ト か ら オ ン ラ イ ン で 取 得 す る 、 セ ン サ チ ッ プ の 初 期 登 録 時 ま た は 初 期 登 録 後 の 設 定 シ ー
ケ ン ス に お い て セ ン サ チ ッ プ か ら 自 動 的 に 取 得 す る 等 の 手 段 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ロ ー カ ル IDは シ ス テ ム 内 で 一 意 な 値 と な る よ う に サ ー バ （ 131） が 管 理 す る 。 8ビ ッ ト の
ロ ー カ ル IDを 使 用 す る 本 実 施 例 で は 最 大 で 256個 の セ ン サ チ ッ プ を 収 容 可 能 で あ る 。 本 テ
ー ブ ル は 頻 繁 に 参 照 さ れ 、 ま た 検 索 の 高 速 性 が 求 め ら れ る の で 、 サ ー バ （ 131） の RAM（ 45
0） 上 で 管 理 さ れ る 。 検 索 を 高 速 化 す る た め の 汎 用 的 な 技 術 と し て 、 検 索 専 用 メ モ リ で あ
る CAM（ Contents Addressable Memory） や 、 多 数 の デ ー タ を 効 率 的 に 管 理 す る ア ル ゴ リ ズ
ム で あ る ハ ッ シ ュ 法 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ １ に 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） と 無 線 基 地 局 （ 111） の 通 信 に お い て 使 用 さ れ る 無 線 フ
レ ー ム の 構 成 を 示 す 。
各 フ ィ ー ル ド は 、 1111～ 1116の 順 番 で 無 線 伝 送 さ れ る 。 Frame Length（ 1111） と Message 
Type（ 1112） は RF-MACレ イ ヤ の ヘ ッ ダ で あ る 。 Local ID（ 1113） と Sequence Number（ 111
4） は RF-NWレ イ ヤ の ヘ ッ ダ で あ る 。 Data（ 1115） は RF-APLレ イ ヤ の デ ー タ で あ る 。 FCS（ 1
116） は RF-MACレ イ ヤ の ト レ イ ラ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 登 録 要 求 を 表 す Message Type（ 1112） の 値 は 0x1で あ る 。 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 611） に
お い て 、 Local ID（ 1113） の 値 は 割 り 当 て 前 で あ る こ と を 示 す 0x00で あ る 。 Sequence Num
ber（ 1114） の 値 は 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） が 起 動 し て か ら 最 初 の メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス で
あ る こ と を 示 す 0x01で あ る 。 Data（ 1115） に は 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） の グ ロ ー バ ル ID値
が 格 納 さ れ る 。 Frame Length（ 1111） の 値 は 0x12で あ る 。 こ れ は 、 RF-MACレ イ ヤ の ヘ ッ ダ
お よ び ト レ イ ラ を 除 い た ペ イ ロ ー ド 部 、 す な わ ち Local ID（ 1113） 、 Sequence Number（ 1
114） 、 Data（ 1115） の 合 計 が 18オ ク テ ッ ト で あ る こ と を 示 す 。 FCS（ 1116） に は 、 自 身 を
除 く RF-MACフ レ ー ム 全 体 、 す な わ ち （ 1111～ 1115） に 対 す る CRC（ Cyclic Redundancy Che
ck） の 演 算 結 果 が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 登 録 完 了 を 表 す Message Type（ 1112） の 値 は 0x2で あ る 。 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 614） に
お い て 、 Local ID（ 1113） の 値 は サ ー バ （ 131） に よ っ て セ ン サ チ ッ プ （ 101） に 対 し て 割
り 当 て ら れ た 一 意 な 値 0x5aで あ る 。 Sequence Number（ 1114） の 値 は 、 本 メ ッ セ ー ジ が 登
録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 611） に 対 す る 応 答 で あ る た め 、 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 611） に お け る
値 0x01を 引 き 継 ぐ 。 Data（ 1115） に は 、 本 メ ッ セ ー ジ が セ ン サ チ ッ プ （ 101） に 宛 て た も
の で あ る こ と を 示 す た め に 、 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ 611） に 格 納 さ れ て い た セ ン サ チ ッ プ
（ 101） の グ ロ ー バ ル ID値 が そ の ま ま 返 送 さ れ る 。 グ ロ ー バ ル ID以 外 に も 、 サ ー バ （ 131）
か ら セ ン サ チ ッ プ （ 101） に 通 知 す る た め の 各 種 情 報 を Data（ 1115） に 含 め て も 良 い 。 こ
の よ う な 情 報 の 代 表 的 な 例 と し て 、 無 線 通 信 や 暗 号 化 通 信 に 関 わ る 動 作 パ ラ メ ー タ が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 無 線 基 地 局 （ 111） と サ ー バ （ 131） の 通 信 に お い て 使 用 さ れ る パ ケ ッ ト は 、 図 ５ に お い
て 示 し た よ う に TCP/IPに よ っ て カ プ セ ル 化 さ れ る 。 最 も 単 純 な 実 装 で は 、 SN-APLレ イ ヤ の
デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト は 、 図 １ １ に 示 し た 無 線 フ レ ー ム が そ の ま ま 格 納 さ れ た も の で あ っ て
構 わ な い 。 あ る い は 、 簡 単 な フ ォ ー マ ッ ト 変 換 を 施 し て 、 テ キ ス ト 形 式 に 直 し た も の で あ
っ て も 良 い 。 よ り 高 度 な 実 装 に お い て は 、 XMLの よ う に 構 造 化 さ れ た テ キ ス ト 形 式 の フ ォ
ー マ ッ ト に 変 換 す る こ と も 可 能 で あ ろ う 。 後 に 示 す 図 １ ８ や 図 １ ９ は XMLフ ォ ー マ ッ ト の
一 例 で あ り 、 こ れ ら と 同 様 の 構 造 を 有 す る SN-APLレ イ ヤ の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト を 設 計 す る
こ と は 容 易 で あ ろ う 。 SN-APLレ イ ヤ の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト の 設 計 の 際 に は い く つ か の 異 な
る 観 点 が 考 え ら れ 、 基 地 局 に お け る 実 装 が 簡 単 と な る よ う に す る と い う 観 点 や 、 基 地 局 に
お け る 実 装 が 多 少 複 雑 に な っ て も 、 サ ー バ に お い て デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） へ の 登 録 の た
め に よ り 都 合 が 良 い よ う な フ ォ ー マ ッ ト に す る と い う 観 点 が あ る 。 実 装 者 は 自 身 の シ ス テ
ム に 最 適 な 観 点 に 基 づ い て SN-APLレ イ ヤ の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト を 設 計 し て 構 わ な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ２ に 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） か ら サ ー バ （ 131） へ の デ ー タ 収 集 時 の 通 信 シ ー ケ ン ス
を 示 す 。
セ ン サ チ ッ プ （ 101） は 運 用 状 態 （ 1221） に お い て 、 設 置 さ れ た 環 境 に 対 し て 定 期 的 に セ
ン サ （ 220） に よ る 測 定 を 行 い 、 測 定 デ ー タ を 無 線 送 信 し た 後 に 応 答 待 ち 状 態 （ 1222） へ
遷 移 す る 。 測 定 デ ー タ メ ッ セ ー ジ （ 1211） を 受 信 し た 無 線 基 地 局 （ 111） は 、 プ ロ ト コ ル
変 換 （ 1231） を 行 っ た 上 で 該 メ ッ セ ー ジ を サ ー バ （ 131） へ 転 送 す る 。 転 送 さ れ た 測 定 デ
ー タ メ ッ セ ー ジ （ 1212） を 受 信 し た サ ー バ （ 131） は 測 定 デ ー タ を デ ー タ テ ー ブ ル （ 431）
へ 登 録 し （ 1241） 、 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1213） を 無 線 基 地 局 （ 111） へ 返 送 す る 。 無 線
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基 地 局 （ 111） は 、 プ ロ ト コ ル 変 換 （ 1232） を 行 っ た 上 で 該 メ ッ セ ー ジ を セ ン サ チ ッ プ （ 1
01） へ 転 送 す る 。 転 送 さ れ た 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1214） を 受 信 し た セ ン サ チ ッ プ （ 101
） は 運 用 状 態 （ 1223） へ 戻 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ ３ に 、 デ ー タ 収 集 時 に お け る セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 動 作 フ ロ ー を 示 す 。
セ ン サ チ ッ プ （ 101） は 、 運 用 状 態 （ 1221） の あ る 時 点 に お い て 測 定 デ ー タ メ ッ セ ー ジ （ 1
211） を 送 信 す る 。 送 信 処 理 を 起 動 す る タ イ ミ ン グ と し て は 、 毎 回 の デ ー タ 測 定 の 都 度 送
信 す る 方 法 、 RAM（ 260） に 記 憶 し て お い た 複 数 回 分 の 測 定 デ ー タ を ま と め て 送 信 す る 方 法
、 サ ー バ （ 131） か ら の デ ー タ 収 集 要 求 へ の 返 送 と し て 送 信 す る 方 法 等 が あ る 。 測 定 デ ー
タ メ ッ セ ー ジ （ 1211） で は 、 初 期 登 録 時 に サ ー バ （ 131） か ら 割 り 当 て ら れ た ロ ー カ ル ID
が 使 用 さ れ る 。 メ ッ セ ー ジ 送 信 後 、 タ イ マ を 起 動 し （ 1301） 、 応 答 待 ち 状 態 （ 1222） へ 遷
移 す る 。 応 答 待 ち 状 態 （ 1222） は 、 サ ー バ （ 131） か ら の 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1214） を
受 信 す る た め の 待 機 時 間 で あ り 、 タ イ マ は 待 機 時 間 の 長 さ を 設 定 す る 。 タ イ ム ア ウ ト 時 間
T2は 、 典 型 的 に は 初 期 登 録 時 の タ イ ム ア ウ ト 時 間 T1と 同 じ 長 さ で あ る 。 タ イ ム ア ウ ト が 発
生 し た 場 合 の 代 表 的 な 処 理 は 、 初 期 登 録 時 と 同 様 に 測 定 デ ー タ メ ッ セ ー ジ を 再 送 す る こ と
で あ る が 、 該 測 定 デ ー タ を 次 回 の デ ー タ 収 集 時 ま で 保 持 し て お き 、 次 回 に 改 め て 送 信 し て
も 良 い 。 本 図 で は 、 タ イ ム ア ウ ト 前 に 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1214） を 受 信 し た 場 合 を 示 し
て い る 。 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1214） を 受 信 す る と タ イ マ を 停 止 し （ 1302） 、 運 用 状 態 （
1223） へ 戻 る 。 該 測 定 デ ー タ は 、 サ ー バ （ 131） の デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） へ 登 録 さ れ た こ
と が 確 実 で あ る の で 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） は 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1214） を 受 信 し た 時
点 で 該 測 定 デ ー タ を RAM（ 260） か ら 消 去 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 デ ー タ 収 集 時 に お け る 無 線 基 地 局 （ 111） の 動 作 フ ロ ー は 、 図 ８ に 示 し た の と 同 様 で あ
る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 無 線 基 地 局 （ 111） は セ ン サ チ ッ プ （ 101） と サ ー バ （ 131） と
の 通 信 を 単 純 な デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト の 変 換 の み を 施 し て 転 送 す る の み で あ っ て 、 受 信 し た
メ ッ セ ー ジ が ど の よ う な も の で あ る か に よ っ て 動 作 を 変 え る 必 要 は な く 、 RF（ 330） か ら
受 信 し た メ ッ セ ー ジ は NIF（ 320） へ 転 送 し 、 NIF（ 320） か ら 受 信 し た メ ッ セ ー ジ は RF（ 33
0） へ 転 送 す る と い う よ う な 機 械 的 な 動 作 で あ っ て 構 わ な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ４ に 、 デ ー タ 収 集 時 に お け る サ ー バ （ 131） の 動 作 フ ロ ー を 示 す 。
サ ー バ （ 131） が 受 信 待 ち 状 態 （ 1401） に お い て セ ン サ チ ッ プ （ 101） か ら の 測 定 デ ー タ メ
ッ セ ー ジ （ 1212） を 受 信 す る と 、 該 メ ッ セ ー ジ 中 に 格 納 さ れ た 測 定 デ ー タ を デ ー タ テ ー ブ
ル （ 431） へ 登 録 す る （ 1241） 。 登 録 処 理 の 手 順 と し て は 、 ま ず 該 メ ッ セ ー ジ 中 に 格 納 さ
れ た ロ ー カ ル IDを 取 得 し 、 本 ロ ー カ ル ID値 を キ ー と し て IDテ ー ブ ル （ 451） を 検 索 す る 。
そ の 結 果 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） に 対 応 す る デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） へ の イ ン デ ッ ク ス 値 が
得 ら れ る 。 本 イ ン デ ッ ク ス 値 を 用 い て デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） へ ア ク セ ス し 、 該 メ ッ セ ー
ジ 中 に 格 納 さ れ た 測 定 デ ー タ を 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト で 登 録 す る 。 登 録 処 理 （ 1241） の 完 了
後 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） に 向 け て 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1213） を 送 信 し 、 受 信 待 ち 状 態
（ 1402） へ 戻 る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 デ ー タ 収 集 時 の 無 線 フ レ ー ム の 構 成 は 、 図 １ １ に 示 す 通 り で あ る 。
測 定 デ ー タ を 表 す Message Type（ 1112） の 値 は 0x3で あ る 。 測 定 デ ー タ メ ッ セ ー ジ （ 1211
） に お い て 、 Local ID（ 1113） の 値 は サ ー バ （ 131） に よ っ て 割 り 当 て 済 み で あ る 一 意 な
値 0x5aで あ る 。 Sequence Number（ 1114） の 値 は 、 前 回 の メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス の 際 に 使
用 し た 値 に 1を 加 え た 値 で あ り 、 初 期 登 録 シ ー ケ ン ス の 後 の 最 初 の シ ー ケ ン ス で あ る 場 合
を 想 定 し て 図 １ １ で は 0x02と し て い る 。 Data（ 1115） に は 、 測 定 値 そ の も の や 測 定 値 に 関
連 す る 付 加 情 報 を 格 納 す る こ と が で き 、 図 １ １ で は 付 加 情 報 と し て セ ン サ 種 別 と 測 定 時 刻
を 格 納 す る 例 を 示 し て い る 。 セ ン サ 種 別 は 、 該 測 定 値 が 例 え ば 温 度 セ ン サ の 測 定 値 で あ る
こ と を 示 す 。 測 定 時 刻 は 、 実 際 の 測 定 か ら 測 定 デ ー タ の 送 信 ま で に 時 間 差 が あ る 場 合 に は
必 須 で あ り 、 秒 単 位 、 ミ リ 秒 単 位 等 の 必 要 な 精 度 を 持 た せ る 。
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【 ０ ０ ７ ６ 】
　 確 認 応 答 を 表 す Message Type（ 1112） の 値 は 0x4で あ る 。 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1214）
に お い て 、 Sequence Number（ 1114） の 値 は 、 本 メ ッ セ ー ジ が 測 定 デ ー タ メ ッ セ ー ジ （ 121
1） に 対 す る 応 答 で あ る た め 、 測 定 デ ー タ メ ッ セ ー ジ （ 1211） に お け る 値 0x02を 引 き 継 ぐ
。 Data（ 1115） に は 、 必 要 に 応 じ て サ ー バ （ 131） か ら セ ン サ チ ッ プ （ 101） に 通 知 す る た
め の 各 種 情 報 を 含 め て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 デ ー タ 収 集 時 に は セ ン サ チ ッ プ （ 101） と サ ー バ （ 131） の 両 方 が 、 ロ ー
カ ル ID値 0x5aに よ っ て セ ン サ チ ッ プ （ 101） を 識 別 で き る 状 態 に あ る た め 、 測 定 デ ー タ メ
ッ セ ー ジ （ 1211） お よ び 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1214） で は ロ ー カ ル ID値 の み を 用 い て セ ン
サ チ ッ プ （ 101） を 識 別 す る こ と が で き 、 グ ロ ー バ ル ID値 を 使 用 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ ５ に 、 本 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム が 外 部 サ ー バ （ 171） と 通 信 す る 際 の 、 通 信 シ ー ケ
ン ス の 一 例 を 示 す 。
外 部 サ ー バ （ 171） と の 直 接 の 通 信 は サ ー バ （ 131） が 行 う 。 外 部 サ ー バ （ 171） は ま ず ク
エ リ （ 1511） を サ ー バ （ 131） へ 送 信 す る 。 本 ク エ リ は 、 サ ー バ （ 131） の 保 持 す る デ ー タ
テ ー ブ ル （ 431） の 参 照 （ 1522） 等 に よ っ て サ ー バ （ 131） 単 体 で 応 答 す る こ と が で き る 種
類 の も の で あ る 。 こ の よ う な ク エ リ の 例 と し て 、 本 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム に お い て 現 在 稼
動 中 の セ ン サ チ ッ プ の 一 覧 の 取 得 、 特 定 の セ ン サ チ ッ プ の 過 去 の 測 定 デ ー タ の 取 得 等 が 挙
げ ら れ る 。 サ ー バ （ 131） は 本 ク エ リ に 対 し て ア ン サ （ 1512） に よ っ て 応 答 す る 。
ク エ リ （ 1511） お よ び ア ン サ （ 1512） に お い て は 、 セ ン サ チ ッ プ を 示 す 識 別 情 報 は グ ロ ー
バ ル IDで あ る 。 ロ ー カ ル IDは シ ス テ ム 内 で の み 有 効 な 識 別 情 報 で あ る の で シ ス テ ム 外 通 信
に お い て は 使 用 し な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 外 部 サ ー バ （ 171） は ク エ リ （ 1513） を サ ー バ （ 131） へ 送 信 す る 。 本 ク エ リ は 、
サ ー バ （ 131） 単 体 で 応 答 す る こ と が で き ず 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） へ の 問 い 合 わ せ 等 が 必
要 と な る 種 類 の も の で あ る 。 こ の よ う な ク エ リ の 例 と し て 、 現 在 時 刻 に お け る 測 定 デ ー タ
の 取 得 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 動 作 パ ラ メ ー タ の 変 更 要 求 等 が 挙 げ ら れ る 。 サ ー バ （ 131
） は ク エ リ （ 1513） へ の 応 答 の た め に セ ン サ チ ッ プ （ 101） へ の 問 い 合 わ せ が 必 要 と 判 断
す る と 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） へ ク エ リ （ 1514） を 発 行 す る 。 ク エ リ （ 1514） は 、 ク エ リ
（ 1513） を 単 に プ ロ ト コ ル 変 換 し て 転 送 し た も の で あ っ て も 良 い し 、 ク エ リ （ 1513） を 元
に 意 味 的 に 再 構 成 し た も の で あ っ て も 良 い 。 い ず れ で あ っ て も 、 ク エ リ （ 1513） で は セ ン
サ チ ッ プ （ 101） の 識 別 情 報 と し て グ ロ ー バ ル IDを 使 用 し 、 ク エ リ （ 1514） で は ロ ー カ ル I
Dを 使 用 す る 。 サ ー バ （ 131） は こ の た め の ID変 換 を 行 う （ 1524） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ク エ リ （ 1514） は 、 無 線 基 地 局 （ 111） に お い て プ ロ ト コ ル 変 換 さ れ （ 1531） 、 セ ン サ
チ ッ プ （ 101） へ 転 送 さ れ る 。 セ ン サ チ ッ プ （ 101） は ク エ リ （ 1515） の 内 容 に 応 じ た 処 理
、 例 え ば セ ン シ ン グ 等 を 実 行 し （ 1541） 、 ア ン サ （ 1516） を 返 送 す る 。 本 ア ン サ は 無 線 基
地 局 （ 111） に お い て プ ロ ト コ ル 変 換 さ れ （ 1532） 、 サ ー バ （ 131） へ 転 送 さ れ る 。 サ ー バ
（ 131） は ア ン サ （ 1517） に 含 ま れ る ロ ー カ ル IDを グ ロ ー バ ル IDに 変 換 し （ 1526） 、 ア ン
サ （ 1518） を 外 部 サ ー バ （ 171） へ 返 送 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ク エ リ （ 1511） と ク エ リ （ 1513） は 、 内 容 的 に 独 立 し た 2つ の ク エ リ で あ っ て も 良 い し
、 ク エ リ （ 1511） に 対 す る ア ン サ （ 1512） を 受 け て ク エ リ （ 1513） が 発 行 さ れ る と い う よ
う に 一 続 き の シ ー ケ ン ス を 構 成 し て も 良 い 。 一 続 き の シ ー ケ ン ス で あ る 場 合 の 典 型 的 な 例
と し て 、 ク エ リ （ 1511） に よ っ て 特 定 の 条 件 に マ ッ チ す る セ ン サ チ ッ プ を 問 い 合 わ せ 、 該
当 す る セ ン サ チ ッ プ に 対 し て ク エ リ （ 1513） で 詳 細 な 問 い 合 わ せ を 行 う と い う シ ー ケ ン ス
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ６ に 、 サ ー バ （ 131） が ク エ リ （ 1511） を 受 信 し て か ら ア ン サ （ 1512） を 返 送 す る
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ま で の 動 作 フ ロ ー を 示 す 。
受 信 待 ち 状 態 （ 1521） に お い て ク エ リ （ 1511） を 受 信 し 、 ク エ リ 内 容 に 応 じ て デ ー タ テ ー
ブ ル （ 431） を 参 照 す る （ 1522） 。 デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） の 参 照 の た め に は 必 要 に 応 じ て
IDテ ー ブ ル （ 451） を 参 照 し 、 検 索 対 象 と な る セ ン サ チ ッ プ に 対 応 す る イ ン デ ッ ク ス 値 を
取 得 す る 。 デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） の 参 照 結 果 か ら ア ン サ （ 1512） を 生 成 し 、 外 部 サ ー バ
（ 171） へ 送 信 後 、 受 信 待 ち 状 態 （ 1523） へ 戻 る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ ７ に 、 サ ー バ （ 131） が ク エ リ （ 1513） を 受 信 し て か ら ア ン サ （ 1518） を 返 送 す る
ま で の 動 作 フ ロ ー を 示 す 。
受 信 待 ち 状 態 （ 1523） に お い て ク エ リ （ 1513） を 受 信 す る と 、 ク エ リ 内 容 を 解 析 し 、 セ ン
サ チ ッ プ （ 101） へ の 問 い 合 わ せ が 必 要 だ と 判 断 す る 。 ク エ リ （ 1513） に 含 ま れ る グ ロ ー
バ ル ID値 を キ ー と し て IDテ ー ブ ル （ 451） を 検 索 し 、 対 応 す る ロ ー カ ル ID値 を 得 （ 1524）
、 ま た XML-APLか ら SN-APLへ の プ ロ ト コ ル 変 換 を 行 う 。 必 要 で あ れ ば ク エ リ 内 容 の 再 構 成
も 行 う 。 こ の よ う に し て ク エ リ （ 1514） を 生 成 し 、 セ ン サ チ ッ プ へ 向 け て 転 送 す る （ 1701
） 。 ク エ リ 転 送 後 、 タ イ マ を 起 動 し （ 1702） 、 応 答 待 ち 状 態 （ 1525） へ 遷 移 す る 。 応 答 待
ち 状 態 （ 1525） は 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101） か ら の ア ン サ （ 1517） を 受 信 す る た め の 待 機 時
間 で あ り 、 タ イ マ は 待 機 時 間 の 長 さ を 設 定 す る 。 タ イ ム ア ウ ト 時 間 T3は 、 無 線 通 信 や 有 線
通 信 に お け る 通 信 ノ イ ズ に よ る パ ケ ッ ト ロ ス 、 LAN（ 120） の 輻 輳 、 セ ン サ チ ッ プ （ 101）
の 動 作 異 常 等 が な い 状 況 に お い て 確 実 に ア ン サ （ 1517） が 返 送 さ れ る で あ ろ う 応 答 時 間 を
基 準 と し て 設 定 し 、 典 型 的 に は 数 秒 程 度 で あ る 。 ア ン サ （ 1517） を 受 信 せ ず に タ イ ム ア ウ
ト が 発 生 し た 場 合 の 代 表 的 な 処 理 は 、 前 記 の よ う な 通 信 障 害 が 発 生 し た と み な し て ク エ リ
（ 1514） を 再 送 す る こ と で あ る 。 本 図 で は 、 タ イ ム ア ウ ト 前 に ア ン サ （ 1517） を 受 信 し た
場 合 を 示 し て い る 。 ア ン サ （ 1517） を 受 信 す る と タ イ マ を 停 止 す る （ 1704） 。 ア ン サ （ 15
17） 中 に 含 ま れ る ロ ー カ ル ID値 を キ ー と し て IDテ ー ブ ル （ 451） を 検 索 し 、 対 応 す る グ ロ
ー バ ル ID値 を 得 （ 1526） 、 ま た SN-APLか ら XML-APLへ の プ ロ ト コ ル 変 換 を 行 う 。 必 要 で あ
れ ば ア ン サ 内 容 の 再 構 成 も 行 う 。 こ の よ う に し て ア ン サ （ 1518） を 生 成 し 、 外 部 サ ー バ （
171） へ 向 け て 転 送 （ 1518） し た 後 に 、 受 信 待 ち 状 態 （ 1527） へ 戻 る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ８ に 、 ク エ リ （ 1511） に お け る XML-APLレ イ ヤ の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 。
  行 （ 1801） は 、 本 ク エ リ が XMLフ ォ ー マ ッ ト に 従 う こ と を 表 す 。
本 文 全 体 は 行 （ 1802） と （ 1830） に 挟 ま れ 、 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク 向 け に 規 定 さ れ た サ ー ビ
ス 規 約 に 従 う も の で あ る こ と を 表 す 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 行 （ 1803） 、 （ 1804） 、 （ 1805） は そ れ ぞ れ 、 本 ク エ リ の 発 行 日 時 、 発 行 元 で あ る 外 部
  サ ー バ （ 171） の 識 別 子 、 宛 先 で あ る サ ー バ （ 131） の 識 別 子 を 表 す 。
  ク エ リ （ 1511） の 実 体 は 行 （ 1806） と （ 1829） に 挟 ま れ て 記 述 さ れ る 。
  行 （ 1807） は 本 ク エ リ の 識 別 子 を 表 す 。
  行 （ 1808） と （ 1812） で 挟 ま れ た 部 分 は ア ン サ の 出 力 形 式 に 関 す る 記 述 で あ り 、 ア ン サ
（ 1512） が 、 セ ン サ チ ッ プ の ID、 す な わ ち グ ロ ー バ ル IDを 一 覧 形 式 で 出 力 す る こ と を 要 求
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 行 （ 1813） と （ 1828） で 挟 ま れ た 部 分 は 検 索 条 件 に 関 す る 記 述 で あ る 。 検 索 条 件 の 全 体
は 行 （ 1814） と （ 1827） に 挟 ま れ て お り 、 セ ン サ チ ッ プ に 関 す る 記 述 で あ る こ と を 意 味 し
て い る 。 行 （ 1815） は 、 溶 接 ル ー ム に 設 置 さ れ た セ ン サ チ ッ プ が 対 象 で あ る こ と を 表 す 。
行 （ 1816） と （ 1826） で 挟 ま れ た 部 分 は セ ン サ に 関 す る 記 述 で あ る 。 行 （ 1817） は 温 度 セ
ン サ を 有 す る セ ン サ チ ッ プ が 対 象 で あ る こ と を 表 す 。 行 （ 1818） と （ 1825） で 挟 ま れ た 部
分 は 測 定 デ ー タ に 関 す る 記 述 で あ る 。 行 （ 1819） は 、 本 日 、 す な わ ち 本 ク エ リ の 発 行 日 で
あ る 2004年 7月 12日 の 測 定 デ ー タ が 対 象 で あ る こ と を 表 す 。 行 （ 1820） と （ 1824） で 挟 ま
れ た 部 分 は 測 定 デ ー タ に 関 す る 条 件 式 で あ る 。 行 （ 1821） 、 （ 1822） 、 （ 1823） に よ り 、
摂 氏 28.0度 以 上 と い う 条 件 式 が 規 定 さ れ る 。
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こ の よ う に 、 図 １ ８ の XMLフ ォ ー マ ッ ト に よ っ て 構 成 さ れ る ク エ リ （ 1511） の 意 味 は 、 「 2
004年 7月 12日 の 溶 接 ル ー ム の 室 温 と し て 摂 氏 28.0度 以 上 を 測 定 し た セ ン サ チ ッ プ の 一 覧 を
表 示 せ よ 」 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 １ ９ に 、 ア ン サ （ 1512） に お け る XML-APLレ イ ヤ の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 。
  行 （ 1901） は 、 本 ア ン サ が XMLフ ォ ー マ ッ ト に 従 う こ と を 表 す 。
  本 文 全 体 は 行 （ 1902） と （ 1920） に 挟 ま れ 、 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク 向 け に 規 定 さ れ た サ ー
ビ ス 規 約 に 従 う も の で あ る こ と を 表 す 。
  行 （ 1903） 、 （ 1904） 、 （ 1905） は そ れ ぞ れ 、 本 ア ン サ の 発 行 日 時 、 発 行 元 で あ る サ ー
バ （ 131） の 識 別 子 、 宛 先 で あ る 外 部 サ ー バ （ 171） の 識 別 子 を 表 す 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ア ン サ （ 1512） の 実 体 は 行 （ 1906） と （ 1919） に 挟 ま れ て 記 述 さ れ る 。
  行 （ 1907） は 本 ア ン サ の 識 別 子 を 表 す 。
  行 （ 1908） と （ 1910） で 挟 ま れ た 部 分 は 元 の ク エ リ （ 1511） の 識 別 子 で あ り 、 本 ア ン サ
が ク エ リ （ 1511） に 対 す る 応 答 で あ る こ と を 表 す 。 行 （ 1911） は 本 ア ン サ が ク エ リ （ 1511
） に 対 す る 正 常 応 答 で あ る こ と を 表 す 。
  行 （ 1912） と （ 1918） で 挟 ま れ た 部 分 は 、 ク エ リ （ 1511） で 指 定 さ れ た 出 力 形 式 に 従 っ
た 検 索 結 果 の 表 示 で あ り 、 条 件 に マ ッ チ し た セ ン サ チ ッ プ の グ ロ ー バ ル IDの 一 覧 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の よ う に 、 図 １ ９ の XMLフ ォ ー マ ッ ト に よ っ て 構 成 さ れ る ア ン サ （ 1512） は 、 ク エ リ
（ 1511） を 受 け て サ ー バ が 自 身 の デ ー タ テ ー ブ ル （ 431） を 検 索 し た 結 果 、 検 索 条 件 に マ
ッ チ し た セ ン サ チ ッ プ を 3つ 発 見 し 、 そ れ ら の グ ロ ー バ ル IDを 回 答 し て い る 。
  ク エ リ （ 1513） 、 ア ン サ （ 1518） に 関 し て も 、 図 １ ８ 、 図 １ ９ と 同 様 の フ ォ ー マ ッ ト に
よ り 記 述 さ れ る 。
  ク エ リ （ 1514） は 、 SN-APLレ イ ヤ の フ ォ ー マ ッ ト 規 約 に 従 い 記 述 さ れ る 。 XMLの よ う な
テ キ ス ト ベ ー ス の 構 造 化 フ ォ ー マ ッ ト で あ っ て も 良 い し 、 図 １ １ に 示 し た よ う な バ イ ナ リ
ベ ー ス の フ ォ ー マ ッ ト で あ っ て も 良 い 。 ア ン サ （ 1517） に 関 し て も 同 様 で あ る 。
  ク エ リ （ 1515） 、 ア ン サ （ 1516） は 、 図 １ １ に 示 し た の と 同 様 の フ ォ ー マ ッ ト に よ り 記
述 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ れ ら の フ ォ ー マ ッ ト の 詳 細 に 関 し て は 種 々 の 実 装 が 可 能 で あ る が 、 本 発 明 の 適 用 範 囲
は 個 々 の フ ォ ー マ ッ ト の 違 い に 左 右 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 意 図 す る 点 は 、 こ れ ら
の フ ォ ー マ ッ ト が い か な る も の で あ っ た と し て も 、 セ ン サ チ ッ プ の 識 別 子 と し て 、 ク エ リ
（ 1511） 、 ア ン サ （ 1512） 、 ク エ リ （ 1513） 、 ア ン サ （ 1518） の よ う な シ ス テ ム 外 通 信 に
お い て は グ ロ ー バ ル IDを 用 い 、 ク エ リ （ 1514） 、 ク エ リ （ 1515） 、 ア ン サ （ 1516） 、 ア ン
サ （ 1517） の よ う な シ ス テ ム 内 通 信 に お い て は ロ ー カ ル IDを 用 い る 、 と い う 点 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 実 施 例 で は 外 部 サ ー バ （ 171） が サ ー バ （ 131） に 対 し て 通 信 を 発 行 す る 例 を 示 し た が
、 サ ー バ （ 131） が 外 部 サ ー バ （ 171） に 対 し て 通 信 を 発 行 し て も 構 わ な い 。 ま た 、 送 受 信
す る メ ッ セ ー ジ の 種 別 を ク エ リ ＆ ア ン サ の 形 態 に 限 定 し た り 、 XMLを 用 い た 実 装 に 限 定 す
る 必 要 も な い 。 例 え ば 、 TELNETや SNMPと い っ た プ ロ ト コ ル を 用 い た 実 装 を 行 っ て も 構 わ な
い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 実 施 例 １ で は 、 ロ ー カ ル IDは 8ビ ッ ト 固 定 長 で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 本 実 施 例 で は 、 ロ
ー カ ル IDが シ ス テ ム 内 で 可 変 長 で あ る 。
図 ２ ０ に 、 本 実 施 例 に お い て サ ー バ （ 131） の 管 理 す る IDテ ー ブ ル （ 451） の 構 成 を 示 す 。
グ ロ ー バ ル IDは 図 １ ０ と 同 様 に 128ビ ッ ト で あ る 。 一 方 、 ロ ー カ ル IDは セ ン サ チ ッ プ 毎 に
異 な る ビ ッ ト 長 の 値 が 割 り 当 て ら れ る 。 図 ２ ０ で は 、 グ ロ ー バ ル IDは 16進 数 で 表 記 し て い
る が 、 ロ ー カ ル IDは ビ ッ ト 長 が 可 変 で あ る こ と が 見 や す い よ う に 2進 数 で 表 記 し て い る 。

10

20

30

40

50

(21) JP 2006-60515 A 2006.3.2



【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ０ と の 違 い の 1つ は 、 セ ン サ チ ッ プ の 各 々 に つ い て 通 信 コ ス ト が 管 理 さ れ る 点 に あ
る 。 通 信 コ ス ト と は 、 個 々 の セ ン サ チ ッ プ に お け る 無 線 通 信 処 理 の コ ス ト を 消 費 電 力 の 観
点 か ら 評 価 し た 量 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ２ １ に 、 本 実 施 例 に お け る 通 信 コ ス ト の 算 定 式 を 示 す 。
本 図 の 定 義 に よ れ ば 、 電 源 容 量 （ Cap） が 大 き い ほ ど 通 信 コ ス ト （ Cost） は 小 さ く な る 。
ま た 、 1ビ ッ ト の 送 受 信 に 要 す る 電 力 （ W） が 大 き い ほ ど 通 信 コ ス ト （ Cost） は 大 き く な る
。 ま た 、 1フ レ ー ム の ビ ッ ト 長 （ L） が 大 き い ほ ど 通 信 コ ス ト （ Cost） は 大 き く な る 。 ま た
、 送 受 信 頻 度 （ F） が 大 き い ほ ど 通 信 コ ス ト （ Cost） は 大 き く な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 す な わ ち 、 通 信 コ ス ト （ Cost） が 大 き い セ ン サ チ ッ プ ほ ど 動 作 可 能 な 時 間 が 短 い 。 通 信
コ ス ト （ Cost） を 決 定 付 け る 個 々 の パ ラ メ ー タ は セ ン サ チ ッ プ 毎 に 異 な る 値 を 取 り 得 る が
、 通 信 コ ス ト （ Cost） は 各 パ ラ メ ー タ の 寄 与 を 総 合 し 、 動 作 寿 命 に 関 す る 一 元 的 な 評 価 指
標 を 与 え る 。
通 信 コ ス ト の 算 定 式 に お い て は 、 W、 L、 Fの 各 パ ラ メ ー タ を 送 信 時 と 受 信 時 に 分 け て 評 価
し た り 、 セ ン サ や マ イ コ ン の 消 費 電 力 の よ う な 、 本 図 に 示 し た 以 外 の 要 素 を 加 味 し て も 良
い 。 ま た 、 無 線 通 信 の 周 波 数 帯 、 符 号 化 方 式 、 多 重 化 方 式 等 に 関 し て さ ら に 詳 細 な 定 式 化
も 可 能 で あ る 。 通 信 コ ス ト の 定 義 は 、 実 用 的 な 運 用 に と っ て 必 要 な だ け の 詳 細 化 を 行 っ て
も 良 い し 、 ま た 逆 に 簡 略 化 を 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ２ ０ に お け る セ ン サ チ ッ プ （ 102） と （ 103） の 通 信 コ ス ト （ Cost） は そ れ ぞ れ 6.2と 8
.1で あ る た め 、 図 １ ０ に 示 し た 8ビ ッ ト 固 定 長 の ロ ー カ ル IDを 使 用 し た 場 合 に は 、 セ ン サ
チ ッ プ （ 103） は セ ン サ チ ッ プ （ 102） の 77％ 程 度 の 動 作 寿 命 し か 持 た な い こ と に な る 。 本
実 施 例 に よ れ ば 、 こ の よ う な 状 況 に お い て も 個 々 の セ ン サ チ ッ プ の 寿 命 の ば ら つ き を な る
べ く 平 滑 化 し 、 シ ス テ ム 全 体 と し て の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。 図 ２ ０ で は 、 通 信 コ ス
ト （ Cost） の 大 き い セ ン サ チ ッ プ に 対 し て は ビ ッ ト 長 の 小 さ い ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て 、 通
信 コ ス ト （ Cost） の 小 さ い セ ン サ チ ッ プ に 対 し て は ビ ッ ト 長 の 大 き い ロ ー カ ル IDを 割 り 当
て て い る 。 こ れ に よ り 1フ レ ー ム の ビ ッ ト 長 （ L） が 変 化 し 、 通 信 コ ス ト （ Cost） の 差 を 相
殺 し よ う と す る 効 果 を 生 む 。 無 線 フ レ ー ム 構 成 の ロ ー カ ル ID以 外 の 部 分 が 図 １ １ に 示 し た
構 成 と 同 様 で あ る と い う 条 件 の 下 で 、 図 ２ ０ に 示 し た よ う に セ ン サ チ ッ プ （ 102） に は 1ビ
ッ ト の ロ ー カ ル IDを 、 セ ン サ チ ッ プ （ 103） に は 8ビ ッ ト の ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て る と 、 1
ビ ッ ト の 送 受 信 に 要 す る 電 力 （ W） が 送 信 時 と 受 信 時 で 同 一 で あ る と 仮 定 す る と 、 動 作 寿
命 の 比 は 87％ 程 度 に ま で 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 固 定 長 で あ る グ ロ ー バ ル IDに 対 し て 可 変 長 で あ る ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て る 方 法 に は 、 デ
ー タ 圧 縮 の 分 野 で 広 く 用 い ら れ る 各 種 の Ｆ Ｖ 符 号 （ Fixed-Variable Length Code） を 適 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 FV符 号 の 代 表 的 な も の に ハ フ マ ン 符 号 が あ る 。 本 実 施 例 に お い て ハ フ マ ン 符 号 を 適 用 す
れ ば 、 シ ス テ ム 全 体 と し て の 通 信 コ ス ト を 理 論 的 に 最 小 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 ハ フ
マ ン 符 号 は 接 頭 符 号 （ Prefix Code） と 呼 ば れ る 性 質 を 有 し て お り 、 上 位 ビ ッ ト か ら 順 に
マ ッ チ ン グ を 取 る こ と に よ っ て ど の 符 号 で あ る か 一 意 に 確 定 す る こ と が で き る 。 そ の た め
、 フ レ ー ム フ ォ ー マ ッ ト に お い て ロ ー カ ル IDの ビ ッ ト 長 を 指 定 す る フ ィ ー ル ド を 別 途 設 け
る 必 要 が な い 。 す な わ ち 、 本 実 施 例 に お い て も 図 １ １ に 示 し た 無 線 フ レ ー ム 構 成 を そ の ま
ま 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ハ フ マ ン 符 号 の 通 常 の 適 用 先 で あ る デ ー タ 圧 縮 で は 、 出 現 率 の 高 い デ ー タ に 対 し て ビ ッ
ト 長 の 小 さ い 符 号 を 割 り 当 て る 。 本 実 施 例 に お い て ハ フ マ ン 符 号 化 の ア ル ゴ リ ズ ム を 適 用
す る に あ た っ て は 、 「 符 号 化 対 象 の デ ー タ 」 を 「 グ ロ ー バ ル ID」 に 、 「 デ ー タ の 出 現 率 」
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を 「 通 信 コ ス ト 」 に 置 き 換 え る 。 す な わ ち 、 通 信 コ ス ト の 大 き い セ ン サ チ ッ プ の グ ロ ー バ
ル IDに 対 し て ビ ッ ト 長 の 小 さ い ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て る よ う に ハ フ マ ン 符 号 化 の ア ル ゴ リ
ズ ム を 適 用 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 セ ン サ チ ッ プ 各 々 の 通 信 コ ス ト が 運 用 前 に あ ら か じ め 固 定 的 に 分
か る 場 合 と 、 運 用 中 に 動 的 に 変 化 す る 場 合 と が あ る 。 運 用 前 に あ ら か じ め 固 定 的 に 分 か る
場 合 の 例 と し て 、 セ ン サ チ ッ プ の 出 荷 時 の 製 品 仕 様 か ら 固 定 的 に 算 出 可 能 な 場 合 、 セ ン サ
チ ッ プ の 測 定 間 隔 、 測 定 デ ー タ 送 信 間 隔 、 送 信 電 力 強 度 等 の 動 作 パ ラ メ ー タ を ユ ー ザ が 明
示 的 に 設 定 す る 場 合 等 が あ る 。 運 用 中 に 動 的 に 変 化 す る 場 合 の 例 と し て 、 複 数 の 部 品 を 組
み 合 わ せ て 運 用 す る 等 の 理 由 に よ り セ ン サ チ ッ プ の 出 荷 時 の 製 品 仕 様 か ら 固 定 的 に 算 出 不
可 能 な 場 合 、 前 記 の よ う な セ ン サ チ ッ プ の 動 作 パ ラ メ ー タ が 運 用 中 に 動 的 に 変 化 す る 場 合
、 セ ン サ チ ッ プ の 電 源 が 太 陽 光 発 電 装 置 や 微 小 振 動 発 電 装 置 等 の 発 電 装 置 で あ っ て 電 力 残
量 が 増 減 す る 場 合 、 等 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 セ ン サ チ ッ プ 各 々 の 通 信 コ ス ト が 運 用 前 に あ ら か じ め 固 定 的 に 分 か り 、 か つ 運 用 中 に 新
た な セ ン サ チ ッ プ が 追 加 さ れ た り 使 用 中 だ っ た セ ン サ チ ッ プ が 除 去 さ れ る こ と が 少 な い 場
合 に は 、 シ ス テ ム 全 体 の 導 入 時 に 全 て の セ ン サ チ ッ プ の 初 期 登 録 を 一 括 し て 行 い 、 可 変 長
の ロ ー カ ル IDを 各 セ ン サ チ ッ プ に 固 定 的 に 割 り 当 て た 状 態 で 運 用 す る こ と に よ り 、 以 後 の
運 用 に お け る 個 々 の セ ン サ チ ッ プ の 寿 命 の ば ら つ き の 平 滑 化 と 、 シ ス テ ム 全 体 と し て の 寿
命 の 延 長 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 セ ン サ チ ッ プ 各 々 の 通 信 コ ス ト が 運 用 中 に 動 的 に 変 化 す る 場 合 や 、 セ ン サ チ ッ プ 各 々 の
通 信 コ ス ト が 運 用 前 に あ ら か じ め 固 定 的 に 分 か る 場 合 で あ っ て も 運 用 中 に 新 た な セ ン サ チ
ッ プ が 追 加 さ れ た り 使 用 中 だ っ た セ ン サ チ ッ プ が 除 去 さ れ る こ と が 多 い 場 合 に は 、 セ ン サ
チ ッ プ 間 の 通 信 コ ス ト の 大 小 関 係 が 運 用 中 に 動 的 に 変 化 し 得 る た め 、 初 期 登 録 に よ っ て 最
初 に 割 り 当 て た ロ ー カ ル IDを 固 定 的 に 使 用 し 続 け て も 、 個 々 の セ ン サ チ ッ プ の 寿 命 の ば ら
つ き の 平 滑 化 や 、 シ ス テ ム 全 体 と し て の 寿 命 の 延 長 を 達 成 で き る と は 限 ら な い 。 こ の よ う
な 場 合 に は 、 定 期 的 あ る い は 必 要 に な っ た 時 点 で 個 々 の セ ン サ チ ッ プ に 対 し て ロ ー カ ル ID
を 割 り 当 て 直 す こ と に よ っ て 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ロ ー カ ル IDの 動 的 な 再 割 り 当 て を 実 現 す る た め の 通 信 シ ー ケ ン ス に は 複 数 の 方 法 が 考 え
ら れ る で あ ろ う 。 一 つ の 実 現 方 法 と し て は 、 図 ６ に 示 し た よ う な 、 初 期 登 録 時 と 同 様 の 通
信 シ ー ケ ン ス を 実 行 す る こ と で あ る 。 こ れ は セ ン サ チ ッ プ が サ ー バ に 対 し て ロ ー カ ル IDの
再 割 り 当 て を 要 求 す る と い う 方 法 で あ り 、 セ ン サ チ ッ プ が 自 身 の 運 用 中 の 通 信 コ ス ト 値 を
算 出 す る 手 段 を 有 す る 場 合 に 最 も 効 率 良 く 機 能 す る 。 セ ン サ チ ッ プ が 自 身 の 運 用 中 の 通 信
コ ス ト 値 を 算 出 す る 手 段 を 有 さ な い 場 合 の 最 も 単 純 な 方 法 は 、 定 期 的 に セ ン サ チ ッ プ が 再
割 り 当 て を 要 求 す る シ ー ケ ン ス を 起 動 す る こ と で あ る 。 例 え ば 平 均 的 な 動 作 寿 命 の 一 割 の
期 間 毎 に 起 動 す れ ば 良 い 。 図 ６ に 示 し た の と 若 干 異 な る 通 信 シ ー ケ ン ス に よ る 別 の 実 現 方
法 と し て 、 サ ー バ が ロ ー カ ル IDの 再 割 り 当 て の 必 要 性 を 判 断 し 、 再 割 り 当 て し た い 新 た な
ロ ー カ ル ID値 を セ ン サ チ ッ プ へ 通 知 す る こ と で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 本 シ ー ケ ン ス は サ ー バ が 起 動 す る も の で あ る の で 、 サ ー バ が 各 々 の セ ン サ チ ッ プ の 運 用
中 の 通 信 コ ス ト 値 を 算 出 す る 手 段 を 有 す る 場 合 に 適 す る 。 さ ら に 別 の 通 信 シ ー ケ ン ス に よ
る 実 現 方 法 で は 、 各 セ ン サ チ ッ プ が 定 期 的 ま た は サ ー バ か ら の 指 示 に よ り 自 身 の 運 用 中 の
通 信 コ ス ト 値 を 前 記 サ ー バ へ 通 知 し 、 全 て の セ ン サ チ ッ プ か ら の 通 信 コ ス ト 値 を 収 集 し た
前 記 サ ー バ が 前 記 全 て の セ ン サ チ ッ プ に 対 し て ロ ー カ ル IDの 再 割 り 当 て の 必 要 性 を 判 断 し
、 再 割 り 当 て が 必 要 と 判 断 し た 時 点 で 全 て の セ ン サ チ ッ プ に 対 し て 再 割 り 当 て を 実 行 す る
。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 前 記 の よ う に 、 ロ ー カ ル IDの 動 的 な 再 割 り 当 て を 実 現 す る た め の 通 信 シ ー ケ ン ス は 様 々
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な 方 法 が 用 い ら れ 得 る が 、 ど の よ う な 実 現 方 法 に 拠 っ た と し て も 本 発 明 の 基 本 原 理 に 影 響
を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 で は ロ ー カ ル IDが シ ス テ ム 内 で 可 変 長 で あ る こ と を 特 徴 と し て
い る 。 な お 、 実 施 例 １ で は ロ ー カ ル IDは シ ス テ ム 内 で 固 定 長 で あ っ た が 、 当 該 シ ス テ ム の
規 模 に 応 じ て ロ ー カ ル IDの ビ ッ ト 長 を 選 択 す る こ と は 可 能 で あ る 。 例 え ば 実 施 例 １ に 拠 る
複 数 の セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム Aと Bが あ っ た 場 合 に 、 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム Aに お け る ロ ー
カ ル IDは 8ビ ッ ト 固 定 長 で あ っ て 、 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム Bに お け る ロ ー カ ル IDは 16ビ ッ ト
固 定 長 で あ っ て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 、 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム Aは 最 大 256個 の セ ン サ チ ッ
プ を 収 容 す る こ と が で き 、 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム Bは 最 大 65536個 の セ ン サ チ ッ プ を 収 容 す
る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ １ ０ ７ 】
　 実 施 例 １ お よ び 実 施 例 ２ で は 、 サ ー バ （ 131） に お い て ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て 、 グ ロ ー
バ ル IDと ロ ー カ ル IDの 関 連 付 け お よ び 変 換 も サ ー バ （ 131） に お い て 行 う 方 法 を 示 し た 。
本 発 明 に は こ れ 以 外 に も い く つ か の 変 形 が 可 能 で あ る 。
本 実 施 例 で は 、 サ ー バ （ 131） に お い て ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て る が 、 グ ロ ー バ ル IDと ロ ー
カ ル IDの 関 連 付 け を 無 線 基 地 局 （ 111） が 記 憶 し 、 無 線 基 地 局 （ 111） が セ ン サ チ ッ プ （ 10
1） と サ ー バ （ 131） の 間 の 通 信 を 仲 介 す る 際 に グ ロ ー バ ル IDと ロ ー カ ル IDを 相 互 に 変 換 す
る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 ２ ２ に 、 本 実 施 例 に お け る セ ン サ チ ッ プ 初 期 登 録 時 の 通 信 シ ー ケ ン ス を 示 す 。
各 装 置 間 で 送 受 さ れ る メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス は 、 図 ６ に 示 し た 実 施 例 １ の 場 合 と 同 等 で あ
る 。 図 ６ と の 違 い は 、 無 線 基 地 局 （ 111） が サ ー バ （ 131） か ら の 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 61
3） を セ ン サ チ ッ プ （ 101） へ 転 送 す る 際 に 、 グ ロ ー バ ル IDと ロ ー カ ル IDの 関 連 付 け を 自 身
の 有 す る IDテ ー ブ ル へ 登 録 す る こ と （ 2201） で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 ２ ３ に 、 本 実 施 例 に お け る デ ー タ 収 集 時 の 通 信 シ ー ケ ン ス を 示 す 。
各 装 置 間 で 送 受 さ れ る メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス は 、 図 １ ２ に 示 し た 実 施 例 １ の 場 合 と 同 等 で
あ る 。 図 １ ２ と の 違 い は 、 無 線 基 地 局 （ 111） が セ ン サ チ ッ プ （ 101） か ら の 測 定 デ ー タ メ
ッ セ ー ジ （ 1211） を サ ー バ （ 131） へ 転 送 す る 際 に 、 ロ ー カ ル IDを グ ロ ー バ ル IDに 変 換 す
る こ と （ 2301） 、 ま た サ ー バ （ 131） か ら の 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ （ 1213） を セ ン サ チ ッ プ
（ 101） へ 転 送 す る 際 に 、 グ ロ ー バ ル IDを ロ ー カ ル IDに 変 換 す る こ と （ 2302） で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 各 装 置 の 機 能 構 成 や 動 作 フ ロ ー に 関 し て も 、 実 施 例 １ に 若 干 の 変 更 を 加 え る こ と で 本 実
施 例 の 構 成 を 容 易 に 実 現 で き る こ と は 明 ら か で あ ろ う 。 以 下 で は 若 干 の 補 足 を 行 う 。
セ ン サ チ ッ プ （ 101） の 機 能 構 成 や 動 作 フ ロ ー は 実 施 例 １ の 場 合 と 全 く 同 等 で あ る 。 無 線
基 地 局 （ 111） は 、 実 施 例 １ に お い て サ ー バ （ 131） が 保 持 し て い た IDテ ー ブ ル （ 451） と
同 様 の 、 グ ロ ー バ ル IDと ロ ー カ ル IDを 関 連 付 け る た め の IDテ ー ブ ル を 管 理 す る 。 図 ２ ２ に
示 し た よ う に 、 本 テ ー ブ ル の エ ン ト リ は 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ （ 613） の 転 送 時 に 登 録 さ れ
る 。 サ ー バ （ 131） は 、 セ ン サ チ ッ プ を 基 本 的 に は グ ロ ー バ ル IDに よ っ て 識 別 す る の で 、
シ ス テ ム 内 通 信 と シ ス テ ム 外 通 信 を 仲 介 す る 際 に も 、 グ ロ ー バ ル IDと ロ ー カ ル IDの 相 互 変
換 を 行 う 必 要 が な い 。 た だ し 、 個 々 の セ ン サ チ ッ プ に 割 り 当 て る ロ ー カ ル IDの 一 意 性 を 保
証 す る 必 要 が あ る の で 、 IDテ ー ブ ル （ 451） も し く は 類 似 の 代 替 手 段 に よ っ て グ ロ ー バ ル I
Dと ロ ー カ ル IDの 関 連 付 け を 管 理 す る 必 要 性 は 残 る で あ ろ う 。
【 ０ １ １ １ 】
　 本 実 施 例 で は 、 ロ ー カ ル IDは セ ン サ チ ッ プ か ら 無 線 基 地 局 ま で の 無 線 通 信 に お い て の み
使 用 さ れ 、 シ ス テ ム 内 通 信 で あ っ て も 無 線 基 地 局 か ら サ ー バ ま で の 通 信 で は グ ロ ー バ ル ID
が 使 用 さ れ る 。 従 っ て 、 サ ー バ が 送 受 信 す る プ ロ ト コ ル お よ び デ ー タ 形 式 を 、 シ ス テ ム 内
通 信 で あ っ て も シ ス テ ム 外 通 信 で あ っ て も XML-APLに 統 一 す る こ と も 可 能 で あ る 。 XMLを 含
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む Webサ ー ビ ス 関 連 技 術 は 分 散 型 、 相 互 連 携 型 の ネ ッ ト ワ ー ク ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 標 準 技
術 と し て 広 く 普 及 し て お り 、 オ ー プ ン な 開 発 環 境 の 整 備 も 進 ん で い る 。 セ ン サ ネ ッ ト シ ス
テ ム に お い て も Webサ ー ビ ス 関 連 技 術 の 適 用 を 進 め て い く こ と に よ っ て 、 シ ス テ ム 開 発 の
容 易 化 、 機 能 拡 張 性 の 向 上 、 複 雑 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン 連 携 の 容 易 化 等 の 効 果 が 得 ら れ る で
あ ろ う 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ １ １ ２ 】
　 実 施 例 １ で は 、 外 部 サ ー バ （ 171） と の 通 信 に お い て 個 々 の セ ン サ チ ッ プ を 識 別 す る の
に グ ロ ー バ ル IDを 使 用 す る 方 法 を 示 し た 。 本 実 施 例 で は セ ン サ チ ッ プ を 識 別 す る の に グ ロ
ー バ ル IDそ の も の は 使 用 せ ず 、 サ ー バ （ 131） 内 で グ ロ ー バ ル IDと 関 連 付 け ら れ た 別 の 識
別 情 報 を 使 用 す る 方 法 を 示 す 。
図 ２ ４ に 、 本 実 施 例 に お け る サ ー バ （ 131） と 外 部 サ ー バ （ 171） の 間 の 通 信 シ ー ケ ン ス の
一 例 を 示 す 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま ず 外 部 サ ー バ （ 171） は 、 サ ー バ （ 131） の 一 般 的 な シ ス テ ム 情 報 を 取 得 す る （ 2410）
。 す な わ ち 、 HTTPシ ー ケ ン ス （ 2411） と （ 2412） に よ り 、 URL（ 2441） へ ア ク セ ス す る 。
本 URLは サ ー バ （ 131） の ト ッ プ ペ ー ジ を 表 す HTMLド キ ュ メ ン ト で あ る 。 ト ッ プ ペ ー ジ に 一
般 的 な シ ス テ ム 情 報 を 掲 載 す る の は 、 デ ー タ の 階 層 化 の 観 点 か ら も 都 合 が 良 い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 次 に 、 外 部 サ ー バ （ 171） は セ ン サ チ ッ プ の 一 覧 情 報 を 取 得 す る （ 2420） 。 す な わ ち 、 H
TTPシ ー ケ ン ス （ 2421） と （ 2422） に よ り 、 URL（ 2442） へ ア ク セ ス す る 。 本 URLは ト ッ プ
ペ ー ジ （ 2441） か ら リ ン ク さ れ た HTMLド キ ュ メ ン ト で あ り 、 外 部 サ ー バ （ 171） が ト ッ プ
ペ ー ジ （ 2441） の 情 報 を 元 に 、 次 に ど の URLへ ア ク セ ス す る か を 決 定 す る 手 段 に よ り 選 択
さ れ た 結 果 で あ る 。 外 部 サ ー バ （ 171） に お け る こ の URL決 定 手 段 と し て は 、 ユ ー ザ が Web
ブ ラ ウ ザ を 用 い て 対 話 的 に 決 定 す る と い う 方 法 で も 良 い し 、 外 部 サ ー バ （ 171） に 実 装 さ
れ た プ ロ グ ラ ム が 自 動 的 に 決 定 す る と い う 方 法 で も 良 い 。 URL（ 2442） 中 に 記 載 さ れ る セ
ン サ チ ッ プ の 一 覧 情 報 は 、 実 施 例 １ の 場 合 と は 異 な り 、 セ ン サ チ ッ プ の 識 別 情 報 に グ ロ ー
バ ル IDは 使 用 せ ず 、 グ ロ ー バ ル IDの 代 わ り と な る 何 ら か の 文 字 列 を 使 用 す る 。 例 え ば 、 温
度 セ ン サ を 備 え た セ ン サ チ ッ プ で あ れ ば  “ thermo1” 、 “ thermo2” 、 と い う よ う な 文 字
列 を 使 用 す る こ と が で き る 。 本 識 別 情 報 は 少 な く と も シ ス テ ム 内 で 一 意 で な け れ ば な ら な
い が 、 ど の よ う な 形 式 の も の で も 構 わ な い 。 本 識 別 情 報 は ユ ー ザ が 手 動 で 設 定 し て も 良 い
し 、 サ ー バ （ 131） が セ ン サ チ ッ プ か ら 取 得 し た 情 報 を 元 に 自 動 的 に 生 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 次 に 、 外 部 サ ー バ （ 171） は 特 定 の セ ン サ チ ッ プ の 測 定 履 歴 情 報 を 取 得 す る （ 2430） 。
す な わ ち 、 HTTPシ ー ケ ン ス （ 2431） と （ 2432） に よ り 、 URL（ 2443） へ ア ク セ ス す る 。 本 U
RLに お い て 、 “ get-sensing-data.cgi”  は セ ン サ チ ッ プ の 情 報 を 取 得 す る た め の CGIプ ロ
グ ラ ム の フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。 “ node=thermo2”  と  “ period=today”  は 本 CGIへ 渡
す パ ラ メ ー タ を 示 し て お り 、 “ thermo2”  と い う セ ン サ チ ッ プ の 本 日 の 測 定 履 歴 を 取 得 す
る こ と を 指 定 し て い る 。 こ れ ら の CGI名 、 パ ラ メ ー タ 名 、 そ れ ら の 意 味 、 用 法 等 の 情 報 は
、 セ ン サ チ ッ プ 一 覧 の ペ ー ジ （ 2442） に 記 載 し た り 、 あ る い は ペ ー ジ （ 2442） か ら リ ン ク
さ れ た 別 の ペ ー ジ に 記 載 し た り す る こ と が で き る 。 URL（ 2443） を 指 定 す る 手 段 と し て は
、 ユ ー ザ が Webブ ラ ウ ザ を 用 い て 対 話 的 に 決 定 す る と い う も の で も 良 い し 、 外 部 サ ー バ （ 1
71） に 実 装 さ れ た プ ロ グ ラ ム が 自 動 的 に 決 定 す る と い う も の で も 良 い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 本 実 施 例 で は 、 図 ２ ４ に 示 し た 限 り に お い て 、 セ ン サ チ ッ プ を 識 別 す る た め に グ ロ ー バ
ル IDを 用 い て い な い 。 代 わ り に 、 サ ー バ （ 131） は 外 部 サ ー バ （ 171） に 対 し て URL（ 2442
） 中 で  “ thermo2”  の よ う な 別 の 識 別 情 報 を 提 示 す る 。 外 部 サ ー バ （ 171） は 、 こ の  “ t
hermo2”  を セ ン サ チ ッ プ の 識 別 子 と し て 、 該 セ ン サ チ ッ プ の 詳 細 情 報 や 測 定 履 歴 に ア ク
セ ス す る の で 、 サ ー バ （ 131） は 、 内 部 的 に 本 識 別 情 報 と グ ロ ー バ ル IDと の 対 応 付 け を 管
理 す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 シ ス テ ム 内 通 信 に お け る グ ロ ー バ ル IDと ロ ー カ ル IDの 対 応 付
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け を 管 理 す る の と 同 様 の 事 情 で あ り 、 ま た 管 理 の 実 現 方 法 と し て も 同 様 の 技 術 が 適 用 で き
る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 実 施 例 で は 、 サ ー バ （ 131） が 外 部 サ ー バ （ 171） へ 開 示 す る セ ン サ チ ッ プ の 識 別 情 報
は 、 少 な く と も シ ス テ ム 内 で 一 意 で あ る よ う な 、 任 意 の 形 式 の 情 報 で あ る 。 本 実 施 例 の よ
う に セ ン サ チ ッ プ の 種 類 や 用 途 を 反 映 し た 文 字 列 を 使 用 し た 場 合 に は 、 ユ ー ザ に と っ て の
分 か り 易 さ が 向 上 す る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 サ ー ド パ ー テ ィ の 提 供 す る サ ー ビ ス
と 連 携 す る 場 合 に 、 グ ロ ー バ ル IDを 隠 蔽 し て お け ば サ ー ド パ ー テ ィ は メ ー カ の サ ポ ー ト サ
イ ト 等 と の 連 携 も 不 可 能 で あ る の で 、 詳 細 情 報 の シ ス テ ム 外 へ の 不 必 要 な 漏 洩 を 防 止 す る
効 果 も 得 ら れ る 。 勿 論 、 積 極 的 に 詳 細 情 報 を 開 示 し た い 場 合 に は 、 前 記 識 別 情 報 と 共 に グ
ロ ー バ ル IDも 公 開 し て も 構 わ な い 。 本 実 施 例 に お い て は 、 例 え ば URL（ 2442） 中 で 、 “ the
rmo2”  と い う 識 別 子 と グ ロ ー バ ル ID値 を 併 記 す れ ば 良 い 。 あ る い は 、 URL（ 2442） か ら リ
ン ク さ れ た  “ http://factory-1.corp-a.com/sensors/thermo2.html”  と い う URLに 、 セ
ン サ チ ッ プ  “ thermo2”  に 関 す る 詳 細 情 報 を 記 述 し 、 そ の 詳 細 情 報 の 1つ と し て グ ロ ー バ
ル ID値 も 含 め て も 良 い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 本 実 施 例 の よ う に シ ス テ ム 外 通 信 に HTTPを 用 い る 方 法 は 、 ユ ー ザ が 対 話 的 に サ ー バ の デ
ー タ ベ ー ス へ ア ク セ ス す る 場 合 に 適 し て い る 。 デ ー タ が HTMLフ ォ ー マ ッ ト で 取 得 で き る た
め 、 汎 用 的 な Webブ ラ ウ ザ に よ り 容 易 に 可 視 化 さ れ る 。 ま た 、 パ ス ワ ー ド に よ る ア ク セ ス
制 限 や 、 SSLを 用 い た 暗 号 化 通 信 も 容 易 で あ る 。 こ れ ら の 各 種 技 術 は Webペ ー ジ 作 成 技 術 と
し て 広 く 使 用 さ れ て お り 、 開 発 環 境 も 整 っ て い る 。 ま た 、 ユ ー ザ に よ る 対 話 的 な 操 作 を 介
さ ず に 構 造 化 さ れ た デ ー タ へ の 自 動 的 な ア ク セ ス を 実 現 す る 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 監 視
に 広 く 用 い ら れ る SNMP（ Simple Network Management Protocol） や 、 デ ィ レ ク ト リ サ ー ビ
ス を 実 現 す る LDAP（ Lightweight Directory Access Protocol） 等 を 利 用 す る こ と も で き
る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ １ １ ９ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 無 線 基 地 局 に お い て ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て 、 ま た グ ロ ー バ ル IDと ロ ー
カ ル IDの 関 連 付 け お よ び 変 換 も 無 線 基 地 局 に お い て 行 う 。 本 実 施 例 で は 、 サ ー バ は ロ ー カ
ル IDを 全 く 意 識 せ ず 、 グ ロ ー バ ル IDの み に よ っ て セ ン サ チ ッ プ を 識 別 す る 。 最 も 単 純 な 実
装 に お い て は 、 個 々 の 無 線 基 地 局 が 全 く 独 立 に ロ ー カ ル IDを 割 り 当 て る 。 こ の 場 合 、 ロ ー
カ ル IDの 一 意 性 は 個 々 の 無 線 基 地 局 の 通 信 エ リ ア 内 で し か 保 証 さ れ な い の で 、 セ ン サ チ ッ
プ が あ る 無 線 基 地 局 の 通 信 エ リ ア か ら 別 の 無 線 基 地 局 の 通 信 エ リ ア へ 移 動 す る 場 合 に は 、
移 動 先 の 無 線 基 地 局 に お い て ロ ー カ ル IDの 再 割 り 当 て を 行 う 。 ま た 別 の 実 装 に お い て は 、
シ ス テ ム 内 で の ロ ー カ ル IDの 一 意 性 を 保 証 す る た め に 、 新 た な セ ン サ チ ッ プ が 登 録 さ れ る
度 に 無 線 基 地 局 同 士 で IDテ ー ブ ル の 更 新 情 報 を 相 互 に 交 換 し 、 IDテ ー ブ ル の 情 報 を 共 有 す
る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 さ ら に 他 の 実 施 例 で は 、 図 １ に お け る よ う な 独 立 し た サ ー バ 装 置 は 存 在 せ ず 、 複 数 の 無
線 基 地 局 の う ち の 特 定 の 1つ が サ ー バ 機 能 を 具 備 す る 。 例 え ば 図 １ に お け る 無 線 基 地 局 （ 1
11） が 、 無 線 基 地 局 兼 サ ー バ 装 置 で あ っ た と す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 無 線 基 地 局 （ 112） や （ 113） が セ ン サ チ ッ プ か ら の メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と 、 該 メ ッ セ
ー ジ は 無 線 基 地 局 兼 サ ー バ 装 置 （ 111） へ 転 送 さ れ 、 本 装 置 の サ ー バ 機 能 部 に お い て 処 理
さ れ る 。 前 記 無 線 基 地 局 兼 サ ー バ 装 置 （ 111） の 無 線 基 地 局 機 能 部 が セ ン サ チ ッ プ か ら の
メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と 、 該 メ ッ セ ー ジ は 内 部 的 に 自 装 置 内 の サ ー バ 機 能 部 へ 転 送 さ れ る
。 こ の 場 合 に は 、 図 ６ 、 図 １ ２ 、 図 １ ５ に 示 し た 通 信 シ ー ケ ン ス の 各 々 に お け る 、 無 線 基
地 局 （ 111） と サ ー バ （ 131） の 間 の 通 信 シ ー ケ ン ス が 、 単 一 装 置 の 内 部 シ ー ケ ン ス に 置 き
換 え ら れ る 。 本 実 施 例 は 比 較 的 小 規 模 な セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム に お け る 適 用 が 有 効 で あ り
、 無 線 基 地 局 機 能 と サ ー バ 機 能 を コ ン パ ク ト な 筐 体 に 一 体 化 す る こ と で 設 置 ス ペ ー ス の 削
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減 や 運 用 コ ス ト の 低 減 を 実 現 す る 効 果 が あ る 。 本 実 施 例 の 特 別 な 場 合 に は 、 比 較 的 少 数 の
セ ン サ チ ッ プ と 、 コ ン パ ク ト な 無 線 基 地 局 兼 サ ー バ 装 置 一 台 に よ っ て セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ
ム が 構 築 さ れ る 。 本 構 成 は 、 一 般 家 庭 に お け る セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム の 手 軽 な 利 用 を 促 進
す る の に 役 立 つ で あ ろ う 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 本 発 明 と 類 似 の 方 法 で あ っ て 、 本 発 明 の 目 的 の 一 部 を 達 成 す る た め の 方 法 の 一 つ に 、 サ
ー バ で は な く セ ン サ チ ッ プ 自 身 が ロ ー カ ル IDを 生 成 す る 方 法 が あ る 。 例 え ば 、 擬 似 乱 数 を
生 成 し こ れ を ロ ー カ ル IDと す る こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 グ ロ ー バ ル IDに 対 し て 固 定 的 な
演 算 を 施 す こ と に よ っ て ロ ー カ ル IDを 生 成 し て も 良 い 。 具 体 的 に は 、 グ ロ ー バ ル IDに 対 し
て 特 定 の ハ ッ シ ュ 演 算 を 施 す こ と に よ っ て ロ ー カ ル IDを 生 成 し た り 、 グ ロ ー バ ル IDか ら 特
定 の ビ ッ ト 、 例 え ば 下 位 16ビ ッ ト を 抽 出 し 、 こ れ を ロ ー カ ル IDと す る こ と が 考 え ら れ る 。
特 に グ ロ ー バ ル IDに 対 し て 固 定 的 な 演 算 を 施 す こ と に よ っ て ロ ー カ ル IDを 生 成 す る 方 法 の
場 合 に は 、 セ ン サ チ ッ プ は 運 用 中 に ロ ー カ ル IDを 記 憶 し て お く 必 要 が な い 。 た だ し こ れ ら
の 方 法 に 共 通 す る 問 題 と し て 、 個 々 の セ ン サ チ ッ プ が 勝 手 に 生 成 し た ロ ー カ ル IDが シ ス テ
ム 内 で 一 意 と な る 保 証 が な く 、 サ ー バ が 一 意 な ロ ー カ ル IDを 生 成 す る 本 発 明 と 比 較 す れ ば
実 用 性 は 劣 る 。 こ れ ら の 方 法 に お い て は 、 い か に し て ロ ー カ ル IDが 衝 突 す る 確 立 を 低 く す
る か 、 ま た い か に し て ロ ー カ ル IDが 衝 突 し た 場 合 の 回 復 可 能 を 提 供 す る か 、 が 大 き な 課 題
と な る で あ ろ う が 、 本 課 題 の 解 決 は 容 易 で は な い で あ ろ う 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 本 発 明 で は 、 グ ロ ー バ ル IDは セ ン サ チ ッ プ （ 101） の メ ー カ に お い て 出 荷 前 に ROM（ 240
） に 書 き 込 ま れ る こ と を 前 提 と し て い る 。 こ れ は 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） に お け る MA
Cア ド レ ス と 同 様 の も の と 想 定 し て い る 。 た だ し MACア ド レ ス の 場 合 、 NIFカ ー ド の 実 装 に
よ っ て は 、 ROMに 記 憶 さ れ て い る MACア ド レ ス を ユ ー ザ が 書 き 換 え る こ と が で き た り 、 ROM
に 記 憶 さ れ て い る の と は 別 の 値 を デ バ イ ス ド ラ イ バ に 記 憶 さ せ て 実 際 に は こ ち ら の 値 を 使
用 し た り 、 複 数 の MACア ド レ ス を 記 憶 さ せ て 状 況 に 応 じ て 使 い 分 け た り す る こ と の で き る
も の が 存 在 し て い る 。 こ の よ う な 機 器 や 使 用 方 法 の 存 在 に も か か わ ら ず 、 全 体 と し て 見 れ
ば MACア ド レ ス は 依 然 と し て 出 荷 時 に 書 き 込 ま れ る も の で あ っ て 出 荷 後 の 書 き 換 え は 不 可
能 で あ る と い う 前 提 の 下 で 運 用 さ れ て お り 、 前 記 の よ う な 機 器 や 使 用 方 法 が 有 益 な 効 果 を
生 み 出 す 場 面 も あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お け る グ ロ ー バ ル IDに つ い て も 同 様 で あ っ て 、 少 数 の セ ン サ チ ッ プ に お い て 例
外 的 に グ ロ ー バ ル IDの 書 き 換 え や 使 い 分 け が 行 わ れ た と し て も 本 発 明 の 基 本 原 理 に 影 響 を
与 え る も の で は な く 、 ま た そ の よ う な 例 外 的 な 使 用 を 拒 絶 す る も の で は な い 。 た だ し グ ロ
ー バ ル IDは あ く ま で も 全 世 界 で 一 意 で あ る こ と を 前 提 と す る の で 、 書 き 換 え 等 の 際 に 正 規
の グ ロ ー バ ル IDを 取 得 す る た め の 手 順 を 規 定 し た り 、 グ ロ ー バ ル IDの 特 定 の ビ ッ ト 領 域 を
ユ ー ザ が 自 由 に 使 用 可 能 な ロ ー カ ル 領 域 と し て 定 義 し た り す る こ と に よ っ て 、 グ ロ ー バ ル
IDに 本 来 求 め ら れ て い る 一 意 性 を 全 体 と し て 損 な わ せ な い た め の 最 大 限 の 方 策 を 採 る 必 要
性 が あ る で あ ろ う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ２ ５ 】
　 本 発 明 が 広 く 適 用 可 能 で あ る こ と は 、 （ 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 ） の 項 や 、 各 々 の
実 施 例 と し て 記 載 し た 内 容 に よ り 明 ら か で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ６ 】
【 図 １ 】 構 成 機 器 間 の 接 続 関 係 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ 】 セ ン サ チ ッ プ の 内 部 構 成 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ３ 】 無 線 基 地 局 の 内 部 構 成 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ４ 】 サ ー バ の 内 部 構 成 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ５ 】 構 成 機 器 間 の プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ６ 】 セ ン サ チ ッ プ 初 期 登 録 時 に お け る 通 信 シ ー ケ ン ス で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
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【 図 ７ 】 初 期 登 録 時 に お け る セ ン サ チ ッ プ の 動 作 フ ロ ー で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ８ 】 初 期 登 録 時 に お け る 無 線 基 地 局 の 動 作 フ ロ ー で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ９ 】 初 期 登 録 時 に お け る サ ー バ の 動 作 フ ロ ー で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ ０ 】 サ ー バ の 管 理 す る IDテ ー ブ ル の 構 成 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ １ 】 セ ン サ チ ッ プ と 無 線 基 地 局 の 通 信 で 使 用 さ れ る 無 線 フ レ ー ム の 構 成 で あ る 。 （
実 施 例 １ ）
【 図 １ ２ 】 セ ン サ チ ッ プ か ら サ ー バ へ の デ ー タ 収 集 時 の 通 信 シ ー ケ ン ス で あ る 。 （ 実 施 例
１ ）
【 図 １ ３ 】 デ ー タ 収 集 時 に お け る セ ン サ チ ッ プ の 動 作 フ ロ ー で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ ４ 】 デ ー タ 収 集 時 に お け る サ ー バ の 動 作 フ ロ ー で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ ５ 】 本 セ ン サ ネ ッ ト シ ス テ ム が 外 部 サ ー バ と 通 信 す る 際 の 、 通 信 シ ー ケ ン ス の 一 例
で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ ６ 】 サ ー バ が ク エ リ （ 1511） を 受 信 し て か ら ア ン サ （ 1512） を 返 送 す る ま で の 動 作
フ ロ ー で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ ７ 】 サ ー バ が ク エ リ （ 1513） を 受 信 し て か ら ア ン サ （ 1518） を 返 送 す る ま で の 動 作
フ ロ ー で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ ８ 】 ク エ リ （ 1511） に お け る XML-APLレ イ ヤ の フ ォ ー マ ッ ト で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 １ ９ 】 ア ン サ （ 1512） に お け る XML-APLレ イ ヤ の フ ォ ー マ ッ ト で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ ０ 】 サ ー バ の 管 理 す る IDテ ー ブ ル の 構 成 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 ２ １ 】 通 信 コ ス ト の 算 定 式 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 ２ ２ 】 セ ン サ チ ッ プ 初 期 登 録 時 の 通 信 シ ー ケ ン ス で あ る 。 （ 実 施 例 ３ ）
【 図 ２ ３ 】 デ ー タ 収 集 時 の 通 信 シ ー ケ ン ス で あ る 。 （ 実 施 例 ３ ）
【 図 ２ ４ 】 サ ー バ と 外 部 サ ー バ の 間 の 通 信 シ ー ケ ン ス の 一 例 で あ る 。 （ 実 施 例 ４ ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ７ 】
　 １ ０ １ ～ １ ０ ８ 　 　 セ ン サ チ ッ プ
　 １ １ １ ～ １ １ ３ 　 　 無 線 基 地 局
　 １ ３ １ 　 　 サ ー バ
　 １ ７ １ 　 　 外 部 サ ー バ
　 ４ ５ １ 　 　 IDテ ー ブ ル
　 ４ ３ １ 　 　 デ ー タ テ ー ブ ル
　 ６ １ １ 、 ６ １ ２ 　 　 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ
　 ６ １ ３ 、 ６ １ ４ 　 　 登 録 完 了 メ ッ セ ー ジ
　 ６ ２ ３ 　 　 ロ ー カ ル ID記 憶
　 ６ ４ １ 　 　 ロ ー カ ル ID割 り 当 て
　 １ ２ １ １ 、 １ ２ １ ２ 　 　 測 定 デ ー タ メ ッ セ ー ジ
　 １ ２ １ ３ 、 １ ２ １ ４ 　 　 確 認 応 答 メ ッ セ ー ジ
　 １ ５ １ １ 、 １ ５ １ ３ ～ １ ５ １ ５ 　 　 ク エ リ
　 １ ５ １ ２ 、 １ ５ １ ６ ～ １ ５ １ ８ 　 　 ア ン サ
　 １ ５ ２ ４ 、 １ ５ ２ ６ 　 　 ID変 換
　 １ ９ １ ４ ～ １ ９ １ ６ 　 　 グ ロ ー バ ル ID
　 ２ ２ ０ １ 　 　 IDテ ー ブ ル へ 登 録
　 ２ ３ ０ １ 、 ２ ３ ０ ２ 　 　 ID変 換 、 プ ロ ト コ ル 変 換 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(30) JP 2006-60515 A 2006.3.2



【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】
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